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第
十
六
卷
.

(

八
五
5
_ 

:
雜

:-
、錄
：：：
健
康
保
險
運
勋
の
某

商
業
は
，甚
だ
し
く
刺
激
せ
ら
れ
>
*
時
の
都
市
以
外
に 

_幾
多
の
商
業
都
市
の
.：發
生
：を
見
れ
。
封
建
的
諸
侯
は
そ 

の
地
方
的
政
權
を
維
持
す
る
.」

は
す
し
て
、
强
大 

な
る
：近
世
的
國
家
の
ー
«
域
：た
る
に
.至
つ
た
。(soda;- 

Hsm, 

chap. 

V
L

 

pp. 

72-74). 

\

 

か
く
て
生
.產
者
の
勞
働
を
急
速
に
完
了
せ
し
め
る
や
一 

ぅ
な
應
迫
を
加
へ
ず
、
徐
々
ご
.注
意
深
く
仕
事
を
遂
行
：| 

し
、
極
度
の
分
勞
を
：避
け
て
、

一
物
の
全
體
を
製
作
せj

 

し
め
、
勞
働
者
ざ
全
能
カ
：に
應
じ
て
そ
の
，智
識
を
開
發
' | 

せ
し
め
、
さ
ぅ
し
て
勞
働
を
»
術
化
し
た
中
世
の
經
濟

\ 

生
活
は
去
つ
て
、
利
潤
の
紅
め
に
生
產
し
"
市
場
あ
つ 

七

、
人
間
あ
る
を
知
ら
ざ
^
近
世
的
商
業
主
義
が
.れ
一 

こ
た
つ
た
の
で
あ
‘る
o「A

r
t

 under 

plutocracy' C

lected.works. 

v
o
l
.
23. 

p. 

1
7
6
)
2

九 

ニ

ニ

•
•
五

•

稿

了)

. 

： 

:

•

ド

'
'
.
: 

■

0 

笫
六
媿 

一1

ニ

健
康
保
險
運
動
の
基
調

.(

四、完

)

• 

®

,

乾

治

六

以
上
.述
べ
た
る
如
く
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
諸
機
關
で 

は
、
十
分
な
る
手
當
、
敗
政
上
0
保
職
、
疾
病
の
防
止 

‘
に
對
し
て
期
待
す
る
が
如
き
效
果
を
擧
げ
る
こ
ビ
は
出 

y

來
な
ぃ
。
然
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
醫
親
及
び
現
金
を 

給
付
し
、.
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
管
理
の
下
に
、勞
働
者
、
 

傭
主
、'.
,國
家
の
三
者
の
共
同
出
相
に
よ
つ
.て
維
持
せ
ら 

る 
> 
廣
沉
な
强
制
的
健
康
张
險(

c
o
m
p
u
l
s
o
r
y

 

Health 

:'i 

Insurance)

に
よ
つ
て
、

よ
く
達
成
す
る
^
ビ
が
出
來 

一

.る
。
然
一
か
ら
ば
'强
制
的
健
康
保
險
は
、
如
俯
な
る
®
に 

於
い
て
慨
の
機
關
よ
-
も̂
優
れ
て
ゐ
る
か
。
如
何
な
る 

方
法
に
よ
つ
て
^
«5
者
の
耍
«

で
充
し
て
ゐ
る
か
。
如 

何
な
る
經
營
を
以
つ
て
進
み
つ
‘、
あ
る
か
。
ま
た
如
何

な
る
效
采
を
疾
病
の
防
止
に
對
し
て
有
す
る
も
の
で
ぁ 

る
か
。
こ
れ
等
の
問
題
に
：答
へ
る
こ
ど
は
、
取
6

4
直 

さ
^
健
服
保
險
運
動
の
®:
徒
の
、
3
ぅ
し
て
ま
た
最
も 

宽
耍
な
る
很
本
见
想
を
明
か
に
す
る
こ
^
に
な
る
。

,
I
、

强
制
保
險S

他

の

孰

れ

の

方

法

も

有

た

\ 

なS

長
所
を
有
つ
て
ゐ
る 

\ 

;'
强
制
制
度
の
卞
に
於
ぃ
て
は
"
，他
の
方
法
の
下
^
於

s 

い
て
有
效
に
解
決
す
る
乙
ど
，の
出
來
な
い
、
保
險
に
關
一 

す
る
ま
耍
な
る
財
政
上
並
び
に
雛
營
上
の
問
題
が
解
決
:'\ 

せ
ら
^
る
'

V 

' 

(

;

.っ j

一
、

ふ 

|

い
4

、
總
’
か
勞
修
か
に
對
す』

保
險
、
で
ぁ

瘐
病
の
時
に
方
つ
て
保
謎
を
最
も
多
.く
必
要
S
す
る 

人
々
を
，
任
意
制
度
に
於
い
て
保
險
す
る
I

S
の
阁
雛 

»
、：
米
國
R
の
み
特
別
に
存
す
る
.も
の
t
は
な
；い
P
英 

國
の
如
き
，ゆ
友
1:
組
，合
友
び
勞
働
組
合
^
ょ
.づ
1:
.̂:

任

,
第
十
六
怨
' 

(

八
5

6

、：雜.
錄健康保險運動か

意
的
健
康
保
險
が
例
外
的
に
發
達
し
た
の
で
あ
つ
て
、
 

疾
病
に
對
し
て
保
險
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
\
數
は
，
實 

に
五
百
五
十
萬
の
多
數
に
上
.つ
て
ゐ
る
。
け
れ
.̂

も
こ 

れ
で
こ
の
寬
大
な
る
制
度
は
決
し
て
十
分
で
あ
る
を
は 

.云
ふ
こ
ど
が
出
來
な
い
。
3
ぅ
し
て
强
制
主
義
を
採
州 

す
る
こ
ど
が
必
要
で
あ
つ
强
制
法
は
一
九
一
一
年 

に
通
過
し
、
こ
れ
に
包
括
せ
ら
れ
た
十
六
歲
以
上
の
勞 

働
者
.は
千
三
'S'
七
十
四
萬
ニ
千
に
達
し
？
從
來
の
任
意 

制
度
の
下
に
'於
い
て
保
險
せ
ら
れ
れ
も
の

、一.一
倍
以
上 

に
當
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
制
度
に
於
い
て
は
少
數
の
例
外 

は
あ
る
が
、
年
收
七
西
六
十
八
弗
に
滿
な
な
い
、
十
六 

歲
以
上
七
十
歲
以
下
の
、
總
て
の
筋
肉
勞
働
激
並
び
に 

他
の
總
て
の
被
傭
者
を
包
括
す
る
。
そ
の
：他
の
諸
國
の 

强
制
制
度
も
、
同
樣
に
多
檨
の
：も
0
.を
包
括
す
る)

例 

へ
《
獨
逸
法
..‘
は

：

勞
働
者
、

，

助手職人
 

(Journeymen) 

丁
稚
、
傑
婢
、
水
夫
を
包
括
し
歡
督 

(
F
o
r
e
m
s
Y
:

宫
公
輿
、
：事
務
員
、
管
樂
家
、
俳
優
、

I

 

' 

0
0

.

一 

1:H
'
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：
雜

：：
錄

i

康
保
險
_
_
汾 

敎
員
及
び
家
庭
敎
師
に
-
て̂
年
收
宍
百
弗
未
滿
の
も
の
：：
 

:

に
も
適
用
せ
ら
れ
：、
總
數
げ
九
亩
萬
> 
那
ち
總
人
口
の 

.三
十
.ハ
'
Iセ
ン
ト
に
達
し
て
ゐ
：る
.。

同
樣
し 

Massacliusetts, 
N
e
w

 

Y
o
r
k
,

.及
び 

N
e
w

 

J
e
r
s
e
y

の
立
法
部
に
一
九
一
六
年the 

A
m
e
r
i
c
a
n

Association for L
a
b
o
r

 Legislation 

に

ょ

つ

て

^

出

■:
: 

.

: 

.

.

.
 

:
 

.

.

.

せ
ら
れ
た
强
制
法
案
も
、
廣
汎
な
も
の
で
あ
る
o 

.ドの
' 

提
案
は
少
數
の
除
外
例
は
あ
る
が
、
總
て
の
筋
肉
勞
働 

者
並
び
月
收
W
卵
未
滿
の.1

般
の
被
傭
者
を
包
括
す
る
. 

の
で
あ
つ
た
。

一1

、

强

制

的

；

め

か

1
十
 

備金，
を

-不か！

いい

w 

b。
 

.
未
來
の
喪
求
に
應
ず
る
た
め
に
取
つ
て
置
く
準
備
金 

は
、
任
意
保
險
に
於
い
て
は
不
可
缺
の
も
の
で
あ
る
。
 

何
故
な
；れ
ば
こ

れ
に
あ
つ
て
は
、
斷
え
す
靑
年
が
加
入 

し
て
來
る
ビ
ぃ
ふ
’し
ビ
•

か
‘

確
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

若
し
か
く
の
如
き
加
入
者
が
な
か
つ
た
^
ら
ば
、
ま
た

0
.
 

第
六
魄 

〗

！
四

若
し
十
分
.な
^

S

金
を
取
っ
て
置
く
Z
ミ
を
誤
っ
た
な 

ら
ば
、
加
入
者
の
年
齡
の
老
い
る
に
從0

て
、
求
償
も 

r

次
增
加
し
、
負
擔
も
增
加
す
る
こ
^
を
知
る
に
至
る 

で
あ
ら
5

。
然
炉
る
時
に
は
出
捐
を
增
加
す
る
ょ
り
外 

途
が
な
い
。
e

己
ろ
•か
此
の
增
加
は
、
靑
年
の
加
入
者 

を
得
ら
れ
な
い
結
果
を
導
き
、
組
合
は
遂
ひ
に
破
產
の 

已
む
を
得
ざ
る
に
至
り
，
義
務
を
果
す
こ
^
が
出
來
な

^
.
る
で
あ
あ
ら
ぅ

各
加
入
者
は
今
保
險
に
加
入
し
た
許
5

の
靑
年
子
女 

の
分
け
前
を
持
っ
ど
い
ふ
、

一
定
の
保
證
の
あ
る
强
制 

保
險
に
あ
6
て
は
、
非
常
に
事
情
を
異
に
す
る
"
こ
の 

場
合
に
は
維
備
金
は
不
必
要
で
ぁ
る
。
何
故
な
れ
ば
斷 

へ
す
靑
年
の
加
入
者
が
あ
る
の
は
、
段
々
年
齡
の
老
い 

る
も
の
^
調
和
平
均
す
る
か
.ら
で
あ
る
。
任
意
保
險
に 

於
い
て
、
青
年
時
代
に
各
被
保
險
者
が
超
過
拂
込
を
な 

す
の
は
、
そ
の
も
の
.
\
老
年
時
代
に
不
足
制
込
を
な
す 

の
.に
ょ
つ
て
調
和
す
る
の
«
、
全
^
防
じ
で
あ
る
。
.た
.

>
相
異
す
る
點
は
、
自
分
自
身
の
個
人
的
準
備
金
を
作 

る
の
で
な
X
て
、
他
の
老
年
者
の
不
足
拂
込
を
補
ふ
の 

で
あ
り
、
そ
れ
ビ
同
時
に
自
分
の
老
年
^
至
つ
て
か
ら 

の
不
足
拂
込
は
、

他
の
靑
年
者
の
超
過
拂
込
に
ょ

つ
て 

補
は
れ
る
^
い
ふ
こ
^
;の
み
で
あ
る
:0

か
く
の
如
き
制 

度
の
下
に
あ
り

て
は
、
流
行
病
ま
.^
は
他
り
非
常
な
る 

突
發
事
故
に
對
す
る
小
額
の
*
l
p金
を
、
備
へ
る
こ
ビ 

が
必
要
で
あ
る
の
み
で
あ
^-
o
例
へ
ば
獨
逸
に
於
け
る 

:
:
1準
備
金
は
，ー
ヶ
年
の
1
朋
に
等
し
^
ヒ
い
ふ
こ
と
で 

.あ
る
。
：

前
に
一
言
し
た A

m
e
r
i
c
a
n

 

Association 

for 

L
a
b
o
r

 

L
e

叹Slatig,

の

提

案

の

中
；！2

採
用
せ
ら
れ
た
方
法
は
、 

前
三
ヶ
华
の
费
用
總
計
の
六
分
0
丄
に
等
し
ぃ
金
额
を
：

備
ふ
る
ど
い
ふ
も
の
で
あ
つ
た
。

三
、
强
制
的
健
康
保
險
は
簡
易
且
っ
經
濟
か
か
い
« -
:

產
業
保
險(Industrial 

Insurance)

の
下
ぃ
い
於
い
て
、

' 

.第
十
六
卷
；(

八
五
3£)

.

雜
錄
健
康
保
險
連
動
，の
甚
調 契

約
0
締
結
及
ぴ
保
險
料
の
微
收
0 .
た
め
に
要
す
る
多 

額
の
經
營
費
は
、
强
制
保
險
に
於
い
て
ば
*
低
限
度
に 

ま
で
低
下
せ
し
め
る
こ
か
出
來
.る
。
强
制
.の
下
に
於 

い
て
は
、
保
險
を
必
要
ど
す
る
人
冷
を
說
得
す
る
面
倒 

臭
い
仕
事
は
，、
總
て
法
律
が
完
成
し
て
吳
れ
る
。
谷
 々

の
被
保
險
者
は
非
常
に
多
數
の
公
認
組
合
の
孰
れ
が
の 

一
に
加
入
す
る
權
利
を
有
す
る
-英
國
に
於
い
て
さ
へ
紐 

合
加
入
箸
は
非
常
に
散
在
し
、
不
必
要
に
多
額
の
經
營

"

こ
れ
に
對
し
て
支
拂 

を
求
め
得
る
金
額
は
、
國
民
健
康
迤
金
の
收
人
の
僅
か 

十
四
パ
，

—

セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
乙
れ
£
對
照
し 

て
、
埋
葬
給
付
の
た
め
に
醵
出
を
蒐
集
し
て
ゐ
る
龃
合 

は
、
或
る
計
箅
^
ょ
れ
ば
彼
等
の
總
收
入
の
三
十
七
パ 

ト
、(Reports ..of: th)：chidf 

■ 

Registrar 

of. 

^riendly 

Societies, 

irjouse.

o.
f C

o
m
m
o
n
s

 

patter 

I2i 

of 1
9
1
4
)，

ま
た
あ
る
政
府
の
報
吿
に
ょ
れ
ば
四
十 

八

パー

セ
ン
ト
に
上
つ
て
ゐ
る
。(Ibid, 

H
o
u
s
e

 

of

第
六
號
.
一一茧

*を要する結果どなつたが

r

,
!セ
.ン
.
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六
雛 

1
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c
o
m
m
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n
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p
a
p
e
r

 

1
2
1
. o

f

 

1
9
1
5
)

11
ら
I:
.
こ

れ

以

上

の 

緙
營
上
の
節
約
が
、
獨
逸
に
'於
い
て
：施
行
せ
ら
れ
っ
、 

ぁ
り
"

米
國
U

於
い
て
S

#
せ
ら
れ
た
法
案
に
見
る
が 

如
き
、
よ
り
よ
き
辦
營
の
方
法
に
よ
っ
て
企
て
得
ら
れ 

る
。
米
阈
の
制
度
は
、
或

る

；;
:

此
の
K

度
內
に
於
い
て 

經
營
渚
を
指
定
す
る
英
國
の
方
法
ど
は
.
"相
異
じ
て
ゐ 

る
。
各
勢
働
者
を
し
て
公
認(
7 

^ )

友
愛
組 

合
、
勢
働
紐
合
、
又
は
X

場
甚
.觉
に
加
入
す
る
こ
ビ
を
以
.
 

七

、
普
通
の
總
營
者
の
保
險一

■多
數
の
者
が
同
：

一

の 

一
產
業
に
從
事
す
る
地
方
に
於
い
て
紐
織
せ
ら
れ
る
地
方 

3£
金 

c

n

 

F
u
n
d
)

ま
^

は
職
業
®

金

H

s
a.
e: F

U
-

 

■
y
n
d
)

—

に
如
入
す
る
こ
と
に
.よ
つ
、.て
代
は
ら
し
.め
る 

こV」

を
許
容
し
て
ゐ
る
"
若
し
こ
れ
等
の
選
擇
權
能
を 

JT
J

ひ
な
い
場
合
R

は
、
勞
働
者
拟
彼
の
使
傭
せ
ら
れ
て 

ゐ
る
職
業
の
た
め
^

組
織
せ
ら
れ
た
る
職
業
基
金
> 
ま
，

方
*
;
金

に

よ

つ

そ

、
當

然

保#

に

附

せ
;&

れ

る

こ

^
に

な
る
'-
'
か
く
の
如
き
制
度
は
實
際
上
、
紐
合
間
の
競
带 

を
絕
滅
せ
し
办
、
ま
た
«1
八
ロ
員
の
集
中
に
ょ
つ
て
經
營 

の
煩
狐
を
省
く
こ
ビ
に
な
る
。
加
之
、
傭
主
ご
被
保
險 

勞
働
者
ど
が
こ
れ
等
の
：基
金
を
相
互
管
理
す
る
こ
^
に 

ょ
つ
て
、經
營
上
の
費
用
を
節
約
す
る
こ
ど
が
出
來
るo

 

何
故
な
れ
ば
、
こ
の
兩
者
は
出
捐
者
ビ
し
て
冗
费
ビ
詐 

欺
ど
を
未
然
に
防
止
し
、
同
時
に
使
傭
人
は
給
付
せ
ら 

る
V
者
^
し
て
、
給
付
に
適
當
な
ら
ざ
る
瘐
病
を
防
止 

す
る
勢
力
を
^
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。L

e
i
p
z
i
g

の 

疾
病
*
金
に
於
い
て
は
地
方
經
營
の
费
用
^

屮
*

■
« 

の
#
用
«:
を
區
別
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
が
、
そ
の
*
驗 

に
ょ
る
も
地
方
經
.營
の
费
用
の
最
低
は
全
體
の
«
用
の 

七
V四
.
V

iセ
ン
ト
ヽ
最
.'尚
は
九
-
四

パ

ー

セ

、
ン
、
ト

で

あ 

つ
て
、
十
パ.—

セ
ゾ
ト
以
上
に
上
つ
た
こ
^

は
な
い
o 

ベ R
e

fJO

'̂ o
f  th

e
 

G
e

n
e

ra
l  

S
ic

k

 

F
B

d

 

o
f  

th
o

 

C
ity

 

o
『 

L
e

ip
z

ig
,  

1
9

:1
3

)_逸

の
®

て.
の
，疾
病
基
金
^
^
^

地
方
經
營
の
た
め
に
要
し
た
な
本
均
金
額
は
、：
尙
ほ
こ

れ
ょ
ヶ
V
少
額
で
あ
る
。1

九
〇
ニ
年
に
於S.

て
は
•之 

れ
は
全
璐
の
费
用
の
五
•；.十
パ
ー
セ
ン
h
で
最
高
平
均 

で
あ
6
、

-
九 

一
二
牟
に
は
一
四
；
。
.
五

パ

ー

セ
ン
ト
で
® 

低
本
均
で
あ
つ
れ
。(statistik:des 

deutschen 

R
e
i
o

 

tr
*
s
. Vol. 

156; 

Ibid., vol. 

26s).

俞
員
の
地
方
化
は
倮
險
經
營
者
.が
法
令
に
ょ
b

て
指 

定
せ
ら
れ
、
髒
療
が
箱
單
に
行
は
れ
る
様
に
：G

つ
た
時
'
 

に
實
現
1.
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
へ
若
し
廣
く
散
寐
し 

て
ゐ
る
紺
合
鐵
に
對
し
て
醫
療
を
输
付
し
た
^

し
た
な 

ら
ば
、
產
業
保
險
の
遭
遇
す
べ
き
®
離
に
つ
い
て
問
ひ 

合
甘
が
行
は
れ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
.に
醫 

:

療

給

付

を

地

方

委

員

の

權

限

內

に

，置

か

ん

)£
ず
る
英
國

 ヾ

の
方
法
は
多
く
の
缺
點
を
有
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
制
度
の 

下
に
於
い
て
は
、
髒
者
は
勢
働
者
が
勞
_
に
堪
ぇ
な
い 

，と

い

，
ふ

證

書

を

發

行

す

る

度

[:
::、

«

»

上

手

形

を

書

い 

て
ゐ
る
保
險
經
锬
者
の
; *
を
に
»

し
て
㈣

罾
の
責
任
を 

有
つ
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
彼
は
不
當
に
寬
大
な
る
處
傲
，
 

.
第

十

六

卷

(

八
五
七

)

雜

錄

.

健
康
保
險
述
動
の
：

を
採
る
.や
5

に
な
る
の

.

で

あ

る

.
。

(
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
a
l

0
0
, 

mm:ttee 

on 

Side 

ness 

Benefit 

Claims. 

Cd, 
4687 

of 

1
9
1
4.)

こ
れ
に
反
し
て
.經
營
者
は
、
組
合
員
の
醫
學 

上
の
手
當
に：

つ
い
.て
責
«
を
有
つ
て
ゐ
る
醫
者
に
»
し 

て
、
何
等
有
效
な
る
支
配
を
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
。
 

さ
ぅ
し
て
佗
5/
*だ
し
い
濫
費
®
場
合
に
於
，い
て
レ
'、 

最

も

間

接

的

な

方

，法

を

以

て

不

平

を

訴

へ

る

こ

^
が

ぁ
 

る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
經
驗
か
ら
、
地
方
組
織
の|

般 

に
認
め
ら
れ
た
原
««
<
調
和
す
る
、
' 經
營
者
の
醫
療
の 

管
理
を
必
要
«
す
こ
ビ
が
說
へ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
完
成 

の
れ
め
に
は
、
組
合
員
は
集
中
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

，ぬ
。
3
ぅ
し
て
組
合
_
|
.の
集
中
を
得
る
^
め
に
は
經
營 

者
は
指
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

土
ヽ
提
議
せ
ら
札
記
る
方
法s

疾
病
勞
働
者 

の
總
て
の
要
求
を
充
す
。

適
當
な
る
醫
痛
、
賃
銀
の
H
分
の
ニ
k
相
當
す
る
現 

金
給
付
、
出
產
給
付
、
_
葬
給
付
：に
.對
す
る
設
備
に
ょ

調 

第
*|ハ
鱗 

一
1

七



，第
十
六
怨

つ
：
て

：
、
提
Is
'せ
ら
れ
た
る
方
法
は
、赁
銀
勞
働
.者
の
疾
病 

期
間
の
總
て
の
主
要
な
る
要
求
に
應
す
る

も
の
で
あ 

名
。
 

.

.

.

1

、
.
.か

に

i
:

い
て
於
於
、

■

、
象

そ
：の
他
治
锻
に
必
®
な
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
毎
年
五 

.:'
-
:十
弗
に
値
t
る
も
の
を
提
供
す
か
。

I 

•
.提
案
せ
ら
れ
た
_
康
保
險
に
_
於

：：
い

て

、
：
法

律

上

0

權 

利
ミ
な
し
て
ゐ
る
醫
燦
ば
、
.非
常
.に
多
く
慈
善
を
受
け 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、：
ま
た
は
必
®
な
る
熱
練
せ
る
醫 

教
の
助
を
拒
絕
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
ぅ
な
、
-#
1
在
の 

#
働
者
の
享
け
つ
、
あ
る
も
の
ょ
り
は
、
遙
か
‘に
@
越 

し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ぅ
し
て
被
保
險
者
の
家
族
も
亦
. 

醫
锻
を
受
け
ら
れ
る
。
‘ 

t J

れ
に
ょ
り
て
、
必
要
な
る
時
. 

に
於
い
て
»
胄
な
る
^ ：
當
を
盡
さ
れ
る
.利
益
S
、
非
常 

:
に
®

^

節̂
約
す
る
こ
ミ
が
坩
來
る
利
益
が
あ
る
。
.

::

:

加
之
、''必
要
な
る
醫
療
に
對
す
る
法
#:

上
の
請
求
權 

ば
"
退
嬰
的
な
社
會
を
刺
戟
し
て
彼
等
が
'#
ま
長
く
得

第
六
號
、

1

一<- 

な
か
つ
た
設
備
を
す
る
や
5
に
^
せ
る
。
例
へ
ば
一
九 

_
一
 一

年
に
於
い
てdutches 

c
o
l
y

の
被
保
險
勞
働 

者
の
中
k
:て
疾
病
に
罹
つ
た
も
の
、
四
分
の
一
は
何
等 

の
手
當
を
受
け
す
"必
要
'な
る
看
護
V
駿
療
が
屢
々
f

 

な
^
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
彼
等
に
し
て
法
律 

上
の
權
利
を
附
與
せ
ら
れ
て
ゐ
た
な
ら
ば
恐
ら
く
適
當 

な
る
手
當
を
要
求
し
た
で
あ
ら
ぅ
。
健
康
保
險
の
下
に 

於
い
て
は
、
恢
復
を
迅
速
な
ら
し
め
る
逾
當
な
る
醫
燦 

の
設
倔
が
、
不
必
.要
な
る
费
用
を
節
約
す
る
か
ら
、$
金 

の
財
政
上
頗
る
重
要
ど
な
る
。
か
く
の
如
き
設
備
を
な 

す
結
果
は
、洲
の
盥
#

®
の
同
意
を
.以
.つ
て
、
保
險
基
金 

は
必
要
な
る

地
に
病
院
を
設
立
じ
維
持
す
る
の
權
利
を 

得
る
こ
ビ
R
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
同
様
の
基
礎
に
ょ
つ
て 

:

設
備
す
る
多
數
の
者
の
意
見
に
ょ
つ
て
は
、
も
つ
ビ
系 

統
的
な
锊
療
組
織
を
な
す
-〕

ど
が
出
來
る
で
あ
ら
，
。

す)

の
»
に
つ
い
て 

Boston 

Dispensary 

の

IVHchael 

M
.

 

D
a
v
i
s

は
云
ふ
。「
若
し
疾
：炳
，保
險
制
度
が
、
勞
働

C

八
五
八)

：
.

M

 

:錄
:.
:
:煺
_
保
險
述
励
0
基
調
：

R.
&
,の
.多
數
の
.も
の
} :

凿
.じ
^
醫
.
«を
..設
け
，る
な
ら
ば
.. 

そ
'れ
は
最
も
織
步
し
た
る
方
法
に
從
つ
て
組
織
す
ベ
き 

も
の
で
あ
る
。
さ
ぅ
で
な
い
す
れ
ば
少
く
ど
も
か
く 

の
如
き
方
而
の
發
展
を
企
て
な
く
て
は
次
ら
ぬ
o 

醫
據
の
發
®

^
い
ふ
こVJ

が
空
想
で
な
い
こ
ど
は
、

. 

外
國
の
經
驗
が
立
證
し
て
ゐ
る
。
，例
へ
一
ば
英
國
に
於
い 

て
.は
：、
..健
康
保
險
法
實
施
後
ニ
.年
に
.じ
て
、
勞
働
者
の 

.要
求
に
適
應
す
る
た
め
に
、
櫞
者
の
分
布
の
改
花
が
行 

は
れ
た
。
.ま
な
こ
の
法
#
は
結
核
の
治
锻
に
も
刺
戟
を 

加
へ
た
。
そ
の
效
果
に
よ
つ
て
、
11
:
2£
十
名
の
，「

M

M
 

係
員」

((tuberculosis 

oFH
c
e
r
o
の
任
命
^
、
殆
ん
ざ 

同
數
の
公
共
.結
核
施
療
所」

-tuberculosis 

dispen­

saries 」)

の 
開
設 
、さ
ラ
し
て
ま
た
從
來
存
茌
し
た
約
一
一 

w
ff
i
-h
の
.大
な
り
小
な
り「

養
生
院」

(
「sanatoria 

0 

し
て
盡
し
た
る
施
設
の
急
遽
の
採
用
或
ひ
は
鑛
張
、

.
• 

:

.ま
た
三
千
人
：を
收
容
す
名
十
數
個
の
新
建
築
、
總 

て
.」

れ
等
は
.い
づ
れ
も
こ
の
方
面
の
進
步
の
稲
々
，の
逍 

第
十
六
卷(

八
五
九)

程
に
あ
る」

。(Fabian 

report 

o
n ;T

h
e

 
w
o
r
k
f

 

o 

the 

insurance 

A
c
r

こ supplement to 
t:he 

へへ
 N

e
w

 

s
t
a
t
e
m
a
n
\

 

M
a
r
c
h

 

14、

IVO
I4)

加
ム
る
:
、
約

l
T

ニ
百
の
上
尾
を
被
保
險
結
核
患
者
を
し
て
家
庭
內
に
住 

'
.
.;i
r
し
な
が
ら
^
外
に
寢
.む
る
こ
.
が̂
出
來
る
や
ぅ
に
自
.
 

'*
に
使
用
せ
し
め
て
あ
る
。(Report 

for 

I
9
I
3
I
H

 

on 

Administration : of National 

Health 

Insurance, 

Cd. 

7
4
9
6

a

1
0
1
4

〕

獨
逸
に
於
い
て
は
、
旣
に
一
八
八
四
年
以
來
健
康
保 

險
が
實
施
せ
ら
れ
、
多
大
，の
進
步
を
劃
.し
て
ゐ
る
。
こ 

の
保
險
法
の
採
用
せ
ら
れ
る
以
前
に
於
い
て
は
、
帝
國 

內
の
#
八
西
人
に
付
き
病
院
.の
べ
.ッ
ド
一
基
の割

：：

で
あ 

つ
た
が
"一

九1

一
年
に
は
每
三
百
二
十
一
一
へ
に
付
き 

1

基
の
割
ビ
な
つ
た
。.
辟
見
を
有
^
な
い
當
局
は「

疑 

.ひ
も
な
ぐ
、病
院
の
建
設
、管
理
、
改
善
は
一
般
に
傷
害
、 

疾
病
、
：
不
具
に
■
す
る
保
險
.の
K
接
の
賜
物
で
あ
る」

:̂
云
ふ
。(

T
tr
e Hospital,. London, 

June 

K July

.第
六
躲 

一
一
九

雜:
.錄
、

健
康
保
險
連
動
0:
甚
調



?

六

铪

(

八
六
〇)

雜

錄

.

健
康
保
險
述
f

茲
鼷
ノ 

S
へ
魄
；

二
5

r

S

I1)
病
院
の
進
步
に
伴
つ
て
、
民
衆
に
密
接
な
る 

關
係
を
W
す
る
瘐
病
に
關
す
る
醫
學
上
の
知
識
の
將
挺 

を
見
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。

一
獨
逸
八
は
云
ふ「

社
#
保

」

臉
の
鄉
驗
は
、
職
業
的
疾
病
、，

「

流
行
病
、及
び
傷
害
の
儀
；.

.

.

.

. 

.

. 

.

.

.. 

.

. 

、

牲
に
對
す
る
手
當
に
關
す
る
新
知
識
を
誘
導
し
た
。
病 

院
並
び
に
こ
れ
ヒ
同
辕
の
促
險
經
赞
者
の
施
設
に
於
い 

T
:、
.
®
:者
は
治
襪
方
法
を
I
M
深
く
研
究
す
る
機
會
を 

見
出
す
の
•で
あ
る
-ビ
。(soziale Kultur 

u
n
d

<
。
一̂

I \

.
:!:,
; 

. 

.一

wohlfart 

w
a
h
r
s
d

cu
e
r ersten 25 

Regierupqsjahre 

\

.
 

. 

.
，

:

■

.

. 

^

des 

Kaisers 

Wilhelm, II, 

IV0
I
3

) 

| 

5

の
數
少
ぐ
且
つ
遠
隔
な
る
地
方
の
地
區
'に
，於
い 

て
は
、
换
病
の
初
期
を
®
々
看
過
し
て
、
手
後
れ
？
す 

る
こ
ご
が
あ
る
。
か
、
る
場
合
：に
：醫
蕃
^
患
背
ビ
の
述

\

 

絡
を
®
つ
た
め
に
、I

，看
譏
締
の
管
理
の
下
に
藥
爽
及
び 

助
流
用
具
を
具
へ
る「

地
方
保
險
m
務
所」

-rural 

health :statlon/

--
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
看
護
婦
は
醫 

啬
、
疾
病
基
金
、
及
び
^!
0

他
の
も
の
ビ
協
カ
し
て
保

險
經
營
者
に
患
者
の
容
體
を
.報
吿
し
、
必
；要
《
る
手
當 

を
指：

小
し
、被
保
險
者
の
0
督
、介
抱
を
す
る
c 

i

*: 

金
は
走
た
特
定
の
家
庭
に
於
|;
.る
豫
後
手
當
を
與
へ
、 

さ

ぅ
し

て
こ
れ
が
た
め1

2

特
別
な
組
合
が
田
舍
の
或
る 

部
分
に
於
い
て
は
糾
織
せ
?>
■
れ
て
ゐ
る
處
も
あ
る
。
こ 

れ
は
裳
にWillia

日Harbutt D
a
w
s
o
n

が
云
ふ
如
く
、

,
，

「

肺
病
の
た
め
の
養
生
院
、.
幼
兒
の
た
め
の
養
生 

税
、
臨
床
診
斷
、
學
校
®
，
子
女
に
對
す
るm

中
の 

保
育
及
び
相
談
所
、
休
H
植
民
、
林
間
生
活
、
公
衆 

食
堂
"
牛
乳
供
給
所
"
驵
爾
简
保
兒
主
義
及
び
内
部 

の
疾
病
を
撲
滅
す
る
た
.め
の
各
種
の
協
會
に
つ
い
て 

.:■述
ぶ
る
こ
？
は
、
獨
逸
の
勞
働
者
の
生
活
に
於
い
て
：
 

最
も
重
要
な
る
役
割
を
演
中
る
保
健
上
の
努
力
の
新 

;
し
い
且
つ
大
な
る
秧
序
の
實
例
ど
し
て
必
製
な
の
で 

■'
あ
る
。
こ
れ
等
の
施
設
の
多
く
の
も
の
は
、直
接
に
保 

險
法
に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
た
刺
戟
の
結
*
成
つ
た
も 

の
で
あ
る
0
さ
う
し
て
こ
れ
等
の
も
の
は
總
て
、
大

f

少

な
h

Aa
_
的
に
國
玫
健
康
上
の
十
字
班
の
中 

心
ビ
し
て
活
動
し
つ
、
あ
る
U
ミ
.H. D

a
w
s
o
n

 : 
I 

s
o
Qal 

insurance 

in.

cre
r
m
a
n
y
.
)
……

.で
當
初
に
於
ぃ
て
は
.不
調
和
の
傾
向
が
爿
つ
た
け
れ
ど 

も
、
健
康
保
險
み
下
に
於
け
る
醫
德
事
務
は
ー
般
の
|?
パ
 

者
に
對
し
て
何
等
の
故
障
を
惹
起
：さ
な
'い
で
進
埗
し
た 

定
い
.ふ
こ
€
が
、
英
獨
兩
國
に
於
い
：

V

多
數
報
吿
せ
ら 

れ
作
C
®に
一
九
一
四
年
^
ち
大
戰
以
前
に
、»
逸
の
_
 

者
の
，

I.

機
關
は
、
多
く
の
新
势
約
が
書
考
ど
保
險
組
合 

之
の
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
こ
^

^
述
べ
、
さ
ぅ
し
て「

現 

在
に
於
い
て
は
兎
に
角
、
契
約
當
事
者
間
の
，淨
a
は

て 

掃
せ
ら
れ
て
終
つ
た
。」

，

X
M

c!B
h
e
n
e
r

 

M
e
d

s:nische 

Wochenschrift, Jan. 

14, 

:19
1
4.

)

ま
た
他
の
權
威
あ
る 

刊
行
：物
は
：「

獅
逸
に
於
け
る
®
槳
は
眞
に
國
民
保
險
の 

原
則
に
反
對
し
た
こ
^
は
決
し
て
なS

。
そ
れ
は
一
部 

分
は
.こ
の
®
度
が
、
測
る
ベ
か
ら
，ざ
る
多
:.
<
'の
善
事
を 

な
し
つ
、
あ
る
こ
t
を
承
認
し
た
た
め
で
あ
り
,
ま
た

j

部
分
は
組
合
員
が
' 

:
•健
全
な
ヽ
繁
榮
せ
る
、ま
た
名 

擧
の
勸
勞
は
彼
等
が
當
周
K
及
ぼ
す
勢
力
に
ょ
つ
て
、
 

發
城
す
る
こ
^
を
信
む
た
介
め
で
あ
る」

S
公
言
し
て 

ゐ
る
。(British 

Medical 

Journal, 

M
a
r
c
h

 

\, 

I
O
I
4
)

:

英
陶
に
於
い
て
も
ま
た「

ニ
年
以
前
の
確
執
の
後 

.

.全
國
に
亘
つ
て
一
般
に
®
者
侧
は
、.
保
險
當
局
者
ビ 

友
®
を
以
て
協
働
し
や
ぅ
ビ
す
る
希
望
が
盛
ん
に
な
つ 

て
來
た」

の

で

あ

る(Ibid., 

April 

17, 

IVO
I
5

) 

d
r
. 

Alexander 

L
a
m
b
e
r
t

は

「

翳
者
の
間
に
於
け
る
保
險 

法
に
.對
す
る
個
人
的
嫌
惡
、
反
對
の
念
は
.事
實
上
消
失 

し
て
終
つ
たj

ビ

述
べ
て
ゐ
る

0(Report 

to 

the 

house 

of 

delegates 

of 

tbe 

A
meri

c
a
n 

Medical 

A
s
s
o
a
a
t
i
o
a
I
S
6
}

ニ
、
賢
—

pかI

.?;

抓
.
ト 

か
.

、

.f 

'家
の
主
た
る
：勞
働
者
の
疾
病
期i

 6

か
•

1
か̂

 

を
救
濟
す
る
に
足
る
。

家
族
を
扶
養
す
る
生
た
る
勞
働
者
が
、
疾
病
の
た
め

笕
十
六
盤
C
A六
一)

雜
錄
健
康
保
險
運
動
の
基
調

第
六
魷



铒

十

六

怨
5

ハ
ニ)

雜

錄

健

康

保

險

述

勋

のj
に
所
得
を
喪
失
す
る
結
果
は
、
屢
々
家
族
を
し
て
餘
儀 

な
く
、
生
活
程
度
を
低
下
せ
し
め
、借
財
を
作
ら
し
め
、
 

ま
た
は
慈
善
的
補
助
を
受
け
し
む
る
に
至
る
も
の
で
あ 

る
。
賃
鈒
の
H
分
の
一1
を
以
て
、
家
族
を
し
て
疾
病
の 

;期
間
.そ
の
^1

活
を
低
下
せ
し
む
る
こ
ど
の
な
.い
や
ぅ
I; 

す
る
に
は
、
十
分
で

丁
度
過
不
足
な
い
も
の
で
あ
ら
ぅ 

ミ
い
ふ
：こ
^
は
、
米
國
の
勞
働
者
の
家
計
を
硏
究
し
た
;' 

も
の
、
示
す
ご
こ
^
で
*
,る
。R.usseH 

S
a
g
e

 

Foun- 

$

o

^
の
た
め
に

Robert 

G

 

C
h
a
p
i
n

の
«:
究
し
だ 

V
J

こ
ろ
に
據
る
ど
、
食
糧
、
.趣
居
、
熱
及
び
燈
火
の
費 

へ
用
は
四
再
弗
乃
至
八
西
：弗
の
所
：得
め
家
族
の
年
所
得
總
：
 

偷

の

四

分

の

三

ょ

り

、
，
八

.
百

弗

乃

至
一
千」

■!
卵

の

所
 

得
を
有
す
る
家
族
の
年
所
得
の
ご
一
分
^
二
强
に
ま
で
減 

少
す
る
。(

R
o
b
e
r
t

p

Chapin:

丨

o
p cit.)

.生
活
必

耍
«
の
*#
|

合
が
同
一
で
あ
る
こ
^

は
、

一
九
〇
ー
年
に

. 

. 

.
 

.
 

.
:

i'he United States Commissioner of L
a
b
o
r

 

こ
よ
つ 

て
、
三
十
三
州
の
重
要
な
る
工
業
中
心
地
に
於
い
で
な

I

第
六
號 

1
1
1

ニ 

さ
れ
た
大
規
模
の
研
究
が
示
し
て
ゐ
る
。
此
研
究
は
华 

所

得

晨

卯

よ

り

|

千
一
一 
<自
卵
の「

正
胄」

0

8

1

^
 

家
族
一
萬
七
西
5£
十

ー
に
就
ぃ
て
\仃
は
れ
、
四
沉
兆
乃 

至
八
：白
弗
の
家
族
に
於
い
て
は〈

を
の
總
支
出
仪
三
分 

の
ニ
强
が
前
に
述
べ
た
る
四
項
目
に
費
さ
れ
、
八
3

弗 

乃
至
一
千
ニ
百
弗
の
，家
族
に
於
ぃ
て
は
、
三
分
の
ニ
弱 

が
®
さ
れ
て
ゐ
る
。
貯
蓄
す
る
餘
地
は
、
殆
ん
ど
支
出 

總
計
.が
そ
の
年
所
得
に
#

し
い
程
、少S

も
の
で
め
る
。
 

(
E
i
g
h
t
e
e
n
t
h

 

A
n
n
u
a
l

内
名
。
^

o
f 

t
h
e

 

U
n
i
t
e
d

 

S
t
a
t
e
s

 

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r

 

o
f

 

L
a
b
o
r
,

 

I9
P
 

2 Co
s
t

 

o
f L

i
v
i
n
o
-

 

a
n
d

 

R
e
t
a
i
l

 

P
r
i
c
e
s

 

o
f

 

F
o
o
d
、
J

こ
れ
等
の
數
字
に
よ
っ
て
、
家
族
中
の
主
腦
者
が
双 

病
の
W
間
、
賃
銀
の
三
分
の11

に
.相
當
す
る
週
拂
現
金 

給
付
に
よ
っ
て
、
家
族
を
饑
餓
よ
b
保
護
し
、
ま
た
慈 

’
善
救
濟
の
手
を
煩
は
さ
な
，い
で
濟
む
こ
e
を
物
語
っ
て 

ゐ
る
を
れ
ぞ
同
時
に
ま
た
、
こ
れ
镣
の
數
字
は
、
被 

:
服
及
び
鄉
次
出
の
項
目
の
非
常
^
節
約
せ
ら
れ
な
け
れ

、ば
な
ら
ぬ
こ
ご
を
示
し
て.
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
窮
乏
は 

非
常
に
*
し
い
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
等
を
刺 

戟
し
て
能
力
を
恢
復
す
る
ゃ
否
ゃ
、」

■

刻
の
猶
像
も
な 

く
再
び
勞
働
に
從
事
せ
し
む
る
や
う
に
す
る
。
か
、
る 

刺
戟
は
»
し
疾
病
の
期
間
、
賃
銀
0
全
額
が
給
付
せ
ら
ノ
 

れ
る
ビ
す
れ
‘ば
、
決
し
て
起
ら
ぬ
で
あ
ら
：う
？
ま
た
こj

 

れ
等
0

數
字
は
同
じ
ゃ
ラ
に
重
要
ば
な
巒
一
の
«

:«
を 

:•
*

し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
即
ち
貨
銀
の 
一
ニ
分
の
ニ
以
-1
'

の
ン 

週
.拂
规
金
給
付
は
、
家
族
の
不
可
缺
の
支
出
を
'行
ふ
に 

も
不
+ :

分
で
あ
り
、
S

う
し
て
木
足
额
に
對
し
て
は
， 

家
族
は
貯
蓄
を
引
出
3

ね
ば
な
ら
ぬ
か
、家
賃
、室
代
を 

滯
ら
せ.
る.
か
、
' 
食
料
品
を
信
用
に
"
ょ
り
て
得
る
か
、
昔
:: 

金
を
す
る
か
、
同
宿
人
^:
,お
き
又
.は
妻
壬
を
勞
働
さ
せ

\

 

て
所
#
を
得
る

か
、
或
ひ.
は
最
後
^
手
段
ビ
し
て
慈
善 

的
救
濟
を
願
ひ
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
一
 

か
ぐ
の
如
さ 

不
十
分
な
る
給
付
は
、
た
ど
べ
：現
任
の
狀
態
：の
二
改
薄 

で
は
，

Q

る
が
、
榮
養.
不
足
、
低
下
生
沽
辟
度
の
、
慈
善

;

第
十
六
卷

を
哀
訢
す
る
ど
い
ふ
が
如
き
、
主
要
な
る
稼
ぎ
手
の
疾 

病
に
不
幸
に
も
隨
伴
す
る
ビ
こ
ろ
の
も
の
を
、
繼
續
せ 

し
む
る
^

過
ぎ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

こ
れ
以
上
他
に
.賃
銀
の
三
分
の
ニ
の
現
金
給
付
の
J E 

當
な
る
こ
^

を
f t

す
る
必
袈
が
あ
&

ビ
す
れ
ば
、
產
業 

災
«

の
た
め
に
勞
働
不
能
と
.

な
り
た
る
期
間
、
賃
銀
の 

三
分
の
ニ
を
給
付
す
るM

a
s
s
s
h
u
s
e
t

^
N
e
w

 

Y
o
r
k

 

及
びO

h
i
o

州
に
於
け
る
先
例
の
內
に
そ
れ
を
見
出
す
。
 

、)

れ

ど

殆

ん

ど

同

樣

な

，
る

標

準

^
;
し

て

は

California, 

K
e
n
t
u
c
k
y

及

び

w
i
s
c
s
s
i
l
l

に
於
い
て
は
賃
娥
の
六 

+

五
パ
I

セ
ン
ト
、H

a
w
a
i
i

及

び
H

^

J

C

S

に
於
い
て 

は
六
十
パー

セ
ン
ト
を
給
付
し
て
ゐ
る
の
が
あ
る
。
 

(
A
m
e
H
c
a
n

 

Association 

for 

L
a
b
o
r

 

Legislation, 

:stan&l-ds 

for 

W
o
r
k
m
e
n
'
s

 

Comoensation 

L
a
v
v

VJ 

健

康

保

險

の

提

案

し

た

る

標

離

は

、

か

く

の

如

：̂

進

歩 

し
た
る
米
國
諸
州
に
於
：$

.

て
同
じ
や
ぅ
な
方
肘
、
即
ち 

傭
主
貴
任
法
に
於
い
て
旣
に
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
^

從

第
六
號 

ご
ご
ェ

(

八
六
三)

雜
作
健
康
保
險
連
勧
の
越
調

_



第
十
六
#

(

八
六
四〕

雜
錄
健
康
保
險
運
動
の
基
調 

笫
六
號 

1

ニ
四 

つ
-
た

の

で

あ

•

る
。
 

す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
場
合
に
も
、
彼
女
は
芷
常
な
る 

三
、
被
保
險
勞
働
者
の
_
及
び
婦
人
勞
働
者
の
た
め
家
族
の
食
糧
、
住
居
、
熱
及
び
燈
火
の
费
州
ど
し
て
從 

■

に
設
け
れ
，る
出
顧
給
付
は
、
緊
急
の
必
要
を
満
す
も
來
通
り
の
質
献
を
繼
續
す
る
こ
«
を
#
せ
し
む
る
で
あ 

の
で
あ
る
:0
:

.

ら
ぅ
。
こ
の
現
金
給
付
に
ょ
.つ
て
、
降
壬
に
普
通
の
生 

米
M

k
於
け
る
出
産
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
赴
く
助
.'I

活
の
安
易
を
與
へ
る
最
も
重
要
な
る
時
期
に
、
家
族
の

產
婦
に
ょ
つ
て
、現
在
な
'̂
れ
て
ゐ
る
も
の
ょ
り
も
、ょ 

6
良
&
肋
產
方
法
を
要
す
る
/jw

决
明
か
で
あ
る
ド
加

. 

入

勞

働

者

，の

妻

並

び
：に
加

入

婦

人

者
の
た
め

に
出
產
給 

付
を
行
ふ
健
康
保
險
に
ょ
つ
て
助
雜
婦
の
動
務
の
品
性 

を
支
配
す
る
こ
^
が
出
來
名
。
現
在
で
は
熟
練
し
た
る 

も
の
ょ
り
も
報
酬
が
廉
い
定
い
ふ
理
由
に
ょ
つ
て
、
拙

: 

劣
な
る
助
it
®
の
從
事
す
る
の
が

.多
い

.0 

:

賃
銀
：の
：1
1
;分
の〗

一

に
相
常

す
る
_
金
給
付
が
支
給
せ
..
.
 

ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
婦
人
勞
働
輿
は
、

* 

令
、
彼
女
が
肉
體
上
勞
働
不
能
に
陷
る
た
め
に
、
ま
た 

は
數
州
に
於
け
る
が
如
く
法
時
の
歆
北
の
扣
め
に
ノ
出 

產
の
前
後
に
於
い
て
の
期
間

> 
ェ
業
勞
働
に
從
亭

生
活
程
度
を
低
下
せ
し
め
な
い
で
濟
む
で
あ
ら
ラ

o 

.

國
民
佥
體
に
収
つ
て
は
、
か
.く
の
如
き
時
期
に
於
け 

る
保
證
は
他
の
場
合
に
於
け
る
保
®
ょ
6
も
ょ
〃
重
要 

*
る
も
の
で
あ
る
何
^
な
れ
ば
、
未
來
の
國
R
の
生
命 

の
安
危
に
關
す
る
時
期
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。H

e
n
r
y

 

R. 
H
i
b
b
s

に
從
べ
ば「

產
業
»
會
に
於
け
る
孩
兒
死
亡 

率
の
增
大
せ
る
根
本
の
原
因
は
、
.贫
闲
、所
得
の
不
足
、
 

生
活
程
度
の
低
下
せ
る
こ
ど
に
あ
る
。」

(
.Henry 

R. 

Hibbs: 

: 
Inncence 

of" E
c
o
n
o
m
i
c

 

a
r
a

Industrial 

ronditlons on JLSa.nt M
o
r
t

tuiltv/》
o
c

forterly Journal 

of 

Economics, 

.
N
o
v
.

VO
M5)

：
現
金
給
付
の
支
給 

は
、
母
を
し
て
報
酬
を
求
め
て
勞
働
す
る
こ
£
を
止
め

な
：け

れ

ば

な

ら

ぬ

，時

期

に

於

け

る

贫

因

を

緩

和

し

、
さ 

.，ぅ

し

て
そ
の
結
果
孩
兒
の
死
亡
率
を
滅
少
せ
し
め
る
で 

あ

ら

ぅ

。
 

.

.

四
、
：
 > 
ヤ
の
提
案
に
ょ
.
て̂
設
け
ら
石
ぐ

« >
靡
か
# >
4

す
も
の
で
あ
.る
9

:
:

勞
働
者
の
最
も
痛
切
に
感
ず
る
要
求
の—

一
は
、
埋
葬
' 

の
準
備
に
：就
い
て
ぃ
あ
る
;0
'
他
人
の
助
力
を
俟
た
な
い 

■で
こ
め
要
求
を
充
さ
ん
ビ
ず
る
努
力
の
結
果
、
最
近
に
 ̂

於
：し
て
乃
鼾
產
樂
4-
命
保
»:
證
券
か
#
常
に
多
數
發
行 

せ
ら
.れ
た
。然
し
な
が
ら
こ
の
種
の
保
險
に
對
し
て
は
、 

勞
，働
者
は
其
享
く
る
利
益
€

殆
ん〜

レ
同
額
0

M
營
の
舞 

川
を
、
負
擔
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
。「

毎 

保
險
nf
券
に
對
す
る
平
均
保
險
金
额
は
頗
る
藤
少
で
ぁ 

つ
て
、
到

底(

稼
き
手
を
喪
つ
/
a家
族
の
遭
：過
す
る) 

こ
れ
等
の
職
し
い
經
濟
問
題
：に
、
適
當
す
る
も
の
で
•は 

な
.い
。S

1

八
八
一
年
に
は
每
證
券
に
*
し
九
丁
一 

卵
、

第

十

六

怨(

八
六
五)

.雜

.'
;:
;
錄
:-
:
:
.
健
康
保
險
述
蝴
の
せ

1

八
九
一
年
に
は
百
十
二
典
、

一
九
〇
一
年
に
は
首
三 

十
三
弗
、
?
フ
し
て1.

九
ニ
年
に
はM

i
l

十
八
卵
で 

.あ
'
.つ.た
。

•

:

:事
實
上
、
產
業
保
險
の
解
決
ぜ
ん
€ 

す

る

問

題

は

.
、

「

生

存

保

：險
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に
あ
：ら
ず
し
て「

死
亡
保 

一.
險」

に
關
す
る
も
の
で
あ
-

^
生
.殘
者
の
救
濟
問
題
に 

あ
ら
ず
し
て
、
死
亡
者
の
埋
葬
^
關
す
る
も
の
で
あ
る 

こ
ビ
は
、既
に
多
年「

般
の
.承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る」 
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は「

平
均
年
所
得
六
西
弗
の
勞
働 

者
は
一
般
に
死
亡
給
付
五
十
弗
乃
至
西
如
ょ
り
多
か
ら 

ざ
る
保
險
.に
對
し
て
、

一
ヶ
年
十
三
•
o
五
M
を
費
し
. 

て
ゐ
る」

ビ
述
べ
て
ゐ
る
。

.

死
亡
'費
用
に
對
す
る
保
險
の
統
計
€
同
じ
や
ぅ
な
數

、
字

が

、

米

'國

勞

働

者

賠

償

法

の

下

に

於

け

る

支
給
額
の 

レ
中
に
も
^
出
さ
れ
る
。

一
九
！
六
年
に
於
け
る
••二
十
四 
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.
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第
六
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一
二
五
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健
康
保
險
述
動
の
基
關
，
 

..州
の
賠
償
法
中
、
一一

十
四
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
五
'十

;'

卵
乃
至
百
卯
の
支
給
を
最
高
额
：
し
て
ゐ
る
。
然
し
實

: 

..際
の
利
-*
の
费
用
は
、
.恐
ら
く
こ
れ
ょ
り
も
小
.额
で
あ
.

ら
，フ
。N

e
w
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o
r
k

 

School 
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Bureau 

of Social 

R
e
s
e
a
r
c
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の
公
刊
せ
ら
れ
な
.い

報j 

吿
に
ょ
れ
ば
’
非
常
に
费
用
を
節
約
す
れ
ば
、
'穸

与

| 

Y
o
r
k
:

市
に
於
い
て
大
入
の
ー
«

_
«:
^
は
、
；五
十
:®
乃

j 

至
七
十
九
卵
で
あ
る」

若
し
タ
し
く
節
粆
し
な
い
な
ら|

へ
ば
、
七
十
五
*
乃
至
西
卯
を
婴
す
る
。
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.K
l
o
r
k
Q
t
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J
g
e
'

Vo
ふ
}
ッ
か
く
の
如
く
し
て
娌
葬
給 

付
五
十
卵
は
健
康
保
險
法
案
^
於
げ
る
最
低
限
度
で
あ 

ら
，賠
償
法
中
の
a
ff
i
限
度
で
あ
り
、
ま

々

I

Y
。

み
.一
 

:市
の
*
:

a

の
.埋
葬
费
の
，最
低
限
度
で
.あ
る
。「

乙
れ
は
切
ン一
 

b

M
め
た
、
埋
葬
以
外
の
.如
何
な
6
費
用
を
も
包
括
し 

な
'い
痛
切
に
感
す
る
耍
求
を
充
す
で
あ
ら
ぅ
。

.

E
、
費
用
を
傭
主
、
勞
働
者
及
び
國
家
沱
分

第

六

號

1

ニ
六

擔
せ
し
め
や
ぅ
ど
す
る
提
案
は
正
當
且
つ
賢 

明
^
疾
病
の
負
擔
奢
分
配
す
るJj SUO

傭
^T

勞
働
者
及
び
_
ま
_
に
*
出
を
分
割
す
々

の 

は
正
常
で
あ
る
。
何
I

れ
ば
こ
れ
は
疾
病
は
對
し
て 

:
.責
任
を
有
す
る
.三
渚
に
、
費
用
を
分
擔
せ
し
む
る
が
た 

め

，
で

あ

り

、

ま

々

利

益

も

こ

の

|

ー；者
の
享
得
す
る
ど
こ 

ろ
で
あ
る
か
：ら
で
あ
る
。

.

1

.
f'
&

l
於
#
い
»'
レ
’

一

咖

家

ぞ

か

い

、

疾
病
の
防
止
に
ょ
々
て
利
©>
か
受
け
る
。

傭
主
：の
疾
病
に
對
す
る
實
任
は
、
不
健
康
を
酿
し
、勞 

働
者
に
あ
ら
ず
し
て
傭
主
：が
責
饪
を
有
す
る
，工
場
の
設 

備
ょ
り
起
る
の
で
あ
る
。
例
へ
：ば

N
e
w

 Y
o
r
k

 State 

Factory investigating 

Commission 

は

「

現
，£
の
“
> 

等
の
非
常
：に
多
數
のH.

業
は
、
勞
働
考
の
疾
病
及
死
-
c 

•率
を
著
し
.く
增
加
せ
し
む
'る
か
如
.き
、
IE
常
を
.失
し
た 

る
，狀
靡
に
於
い
て
行
は
れ
て
ゐ
る」

ど
述
ベ
て
ゐ
る
。 

(preliminary 

Report 

of 1
.
9
1
2
)
9
5

し
て
そ
の
後
の

報

吿

に

は

次

の

如

ぐ

述

べ

，て

々

る

。 

す

る

も

の

で

あ

る

程

、
屢
々
.用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

。(
H
a
y
.

「

貨
物
を
生
齑
す
る
に
方
つ
て
は
、非
常
:«
ゐ

經

濟

を

hurst-ioc. 

c
i
o船
の
み
で
も
西
®.
以
上
の
異
つ
た
產 

' 

.な
す
^
き
は
勿
論
の
こ
ヒ
で
あ
る
？
然
し
な
が
ら
多
::

業
に
用
ひ
ら
れ
、

一
九
二 

|

年

に

於

け

る

Y
o
r
k

 

く
の
傭
主
侧
に
於
い
-て
、
正
常
な
る
失
•費
の
み
な
ら
リ
市
.0
給
を
使
用
す
る
エ
業
の
槪
耍
調
鸯
は
問
市
の
み
に 

.

「

.す
餘
地
、
照
明
、
空
氣
及
び
勞
働
者
の
健
康
並
に
生j

て
百
二
十
„
の
比
較
的
重
患
者
を
後
見
し
、(

s
w
a
r
d

 

命
の
保
議
施
設
を
節
約
す
る
傾
向
が
あ
る
。
か
く
の 

一Ewing, Pratt 丫
-occupatiBaI Diseases、

prcriim

T* 

如
き
|1
り
た
る
經
濟
ゆ
眼
に
見
え
ざ
る
損
害
を
傭
主
|
3
与

1
^
0
1
1:
.1
9【
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九
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三—

四
年
のO

H
O
W

の
も 

に
及
ほ
し
、
勞
働
者
，の
健
康
及
び
生
命
を
危
く
す
る
つ
ど
完
全
な
る
調
査
は
同
州
內
に
於
い
て
五
宵
四
十
四 

…

も
の
で
あ
る
。」

(

f
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^
1

1
9

1
3
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;

の
&
者
を
見
出
し
た(

l

i

t

:

-ぎ

cit.)

產
業
上
め
.塵
埃
が
そ
の
有
害
の
程
度
に
i

て
、
結

取

扱

ふ

資

料

の

み

’な
ら
す
，
作
業
の
狀
態
も
ま
れ
疾 

核
を
生
す
る
カ
^
相
異
あ
名
こ
^
は
旣
に
述
べ
た
如
く j

病
の
原
因
》
な
る
ち
0.
で
あ
る
。
例
へ
ば
エ
場
の
換
氣 

:

で
あ
る
；か
.、
ベ
の
相
異
は
職
業v

健
康
^

0
:關
係
を
特
裝
置
ぱ
.第

一

に
重
迆
な
.も
.の
で
あ
る
。3

ぅ
し
て「

雄
麻
. 

1:
明
力
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
鉛
、
PJ
t
素
、
水
銀
、

一
の
：.基
石」

で
あ
..る
S
呼
ば
れ
て
ゐ
るo^e

w

 Y
o
r
k

 

州

燐

ァ

ム

モ
.
一
一.ァ
、
木
酒
精
の
如
台
產
業
上
の
有
害
物
の
土
#

監
督
官
は
五
千
耳
11

十
四
の
工
場
中
僅
に
六
百
，
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丨
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^
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に
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け

る
*
,九
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四
年
の
調
3»
:
に

ょ

四

即

ち
 

一}

*.
八
パ
I

セ
ン
ト
の
，み
が
機
械
應
用
の
換 

れ

は

六

十

一

種

|

千
〇
四
十
の
工
場
中
に
於
い
て
、

氣
を
な
し
て
ゐ
た」

r
c
.ぅ
し
て
最
も
か
く
の
如
き
*
置 

七
^

十
二
即
ち
六
十
八
ノ
四
パ
ー
セ
ン
ー
は
健
康
を
害
：

を
.必
要
^

す
る
鹰
埃
の
多
い
產
寒
に
於
い
て
、
最
も
不 

第
十
六
卷：
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錄
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險
運
動
め
基
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十
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雜
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錄
蚀
康
保
險
運
勋
の
基
調 

備
で
ぁ
つ
た
^
い
ふ
。(second 
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豸
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Wに
從
べ
ば
誤
0

た
る
«
氣
法
は
結
核
の
最
.

も
ょ
き
繁
殖
地
で
ぁ
るq :

何
£
な
れ
ば
、f

人
々
に
結
核 

:
:を
與
ふ
ざ
も
の
は
塵
埃
：の
み
で
は
な
；い
。
惡
さ
空
氣
は
：： 

徐
，々
に
ま
亿
殆
ん
$
礮
赏
に
，
結
核
を
^
々
に
興
へ
へ
る
:
一
：
 

も
5
で
办
る
,座
燒
®
多
，い
產
業
に
#;
高
す
る
も
攻
は
、 

ii
ん
の
:/
h
數
、で
ぁ
♦
タ
員
し
ば
於
e>
?
非
常
に
多
數
の
入
''
:
.
' 

々
.がH

場
及
が
事
.務
所
に
於
へ
い
で
V
惡
き
空
氣
の
た
め 

に
苦
め
ら
れ
て
ゐ
る」

.が
&'
で
*
る
。
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他
の
勞
働
の
狀
鑛
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へ
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き
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要
な
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結
果「

葉
一 

卷
裔
軍
製
造
職
エ
改
敗
核
の
舉
办
多
卜
の
は
、
®

一
に 

多
人
數
が
狹
い
卓
に
互
に
向
合
っ
て
屈
身
し
て
作
*
を 

す
ふ
姿
勢
0

ゃ

ぅ

に

な

：
っ
"

て
ゐ
る
，た
め
で
ぁ
る
こ
ど
、V

第

六

唬

r
一八 

三
に
不
健
康
な
る
住
宅
に
於
け
る
家
内
仕
事
S
し
て
行 

は
る
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己
€
に
ょ
る」
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.し
..て
^
る
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5
€
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;
>
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縫
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b
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k
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研
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に
ょ
《

、
.男
5

千
七
十
1
1
1人
中
五
十 

A-
*四
’パ
1
セ
シ
ド
は
，

—

姿
勢
惡
& '

:

も
0」

で
あ
り
、
男
，丄 

一
一
千
八
十
六
中
五
十*

三
パ
ー
セ
シ
‘
ト
及
び
女
工
一
千 

中
二
十
•五
パ
1
セ
ン
ト
は
脊
祍
壶
で
あ
つ
れ
。
さ
ぅ
し 

て
.そ
の
結
論
は「

裁
縫
業
ぞ
れ
自
身
に
於
い
て
は
、必
然 

に
職
卫
0:
惡
い
姿
歡
.を
#
勝
す
る
も
の
で
な
い
.ビs

ふ 

こ
ど
は
疋
當
で
あ
る
。
け
れ
ど
も>」

の
職
業
は
惡
い
姿 

勢
に
す
る
强
い
傾
向
を
有
つ
も
の
で
あ
る」

ど
い
ふ
こ 
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であ
る o 
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第
二
にH

場
の
設
備
の.l

般
に
不
完
全
な
る
こ
ビ
、
第

勞

働

時

間

の

長

&
た
め
並
：び
に
現
代
の
產
業
が
緊
脲

の
必
要
を
增
加
す
る
た
'.め
>:
多
ぐ
の
勞
働
者
の
特
に
感 

ず
'̂
疲
勞
は
疲
病
の
素
因
で
あ
る
I。「

何
ど
な
れ
ば
节
し 

恢
领
;#
ら
れ
ざ
る
時
に
は
、
そ
れ
は
暗
々
裡
-

2 

S
1/
力 

を
潜
し
、
か
く
し
て
多
く
の
疾
病
の
基
因
を
作
る
か
ら 

で
あ
る
ぢ
過
馊
の
勞
働
及
び
組
織
ほ
^
に
不
用
な
も
の「
| 

>
堆
攒
す
る
た
め
に
、
變
質
的
疾
病
の
基
因
の
作
ら
れ 

る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
傅
染
性
：の
疾
病
の
基
因
も
作
ら 

れ
る
の
で
あ
る
。
何
ビ
な
れ
，ば
組
減
の
活
動
力
が
嚣 

ビ
な
る
時
は
細
菌
を
撲
滅
す
る
力
が
雜
觸
ど
な
る
か
ら| 

で
あ
る
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°
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保
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渚
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調
査
に
ょ
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i
、
勞
働
時
^
の
最
も
長
為
エ
揚
に
於
ぃ
て
、
最
も
：
 

多
數
の
傷
害
及
び
疾
病
か
發
生
す
る」

.。(Frankel â
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上
述
べ
^
る
も
の
ま
た
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こ
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じ
や
ぅ
な
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猶
障
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め
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す
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病
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费
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生
0
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部
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し
て
、靡
業
が
負
擒
す
'ベ
き
で
あ
る
oそ

學

六

饴
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六
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0

錄
健
康
保
險
連
働
の
碁
調

れ
は
機
械
及
ひ
X

場

の

修

繕

，ど

同

じ

く

上

下

に

課

す

る

の
が
疋
當
で
看
。
旣
に-<

類Q

生
命
に
對
す
る
損
傷

の
，.
1部
の
1
用
は
、勞
働
者
賠
«
法
に
ょ
つ
て
、藥
業
の

負
擔v

i

な
つ
て
ゐ
る
。.

^
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し
T

M
ら
に
そ
^
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奎

物
の
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價
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內
に
加
へ
ら
れ
て
、
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費
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^

轉
嫁
'甘
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れ
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ゐ
る
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ょ
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敗
康
に
し
て
ょ
ぢ
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率
0
高
い
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働
カ
に
對
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る
報
酬
^
し̂
て
、
饥
主
か
出
报
を
な
す
ベ
き
^
ビ
«
ま
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た
芷
當
で
あ
，る
。
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逸
に
於
い
て
は
旣
に
そ
れ
が
實
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せ
ら
れ
て
ゐ
る
で
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政

府

の

，
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吿

に

：
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次

の
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i
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つ
て
ゐ
名
o
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々

.の

觀
察
を
以
て
す
れ
ば
、傭
主
は
甘
ん
じ
て 

7

保
險
法
の
課
す
る
#
用
金
負
擔
し
て
ゐ
る
。
3
ぅ
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て
各
傭
主
は
こ
れ
等
の
法
律
の
規
定
な
き
場
合
に
於 

い
て
、
熹
ん
で
引
受
く
る
や
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や
は
疑
問
で
^
る
ご 

广 insturallce L
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第
十
S
 

(

八
七
〇)

雜

0

.健
康
保
險
運
励
0
薩

.;
勞
働
者
の
心
を
惱
ま
す
重
要
な
.る
原
因
の
一
が
取
除 

か
れ
れ
場
合
.̂

、精
神
上
の
能
；率
が
改
廣
せ
ら
れ
ゝ
ば
、

M

れ
も
ま
れ
傭
主
を
利
益
せ
し
む
る
も
の
.で
あ
る
。
 

L
e
a
g
u
e

o
J-
f

wmplovcrwAssociations 

の
. 

長
で
あ
るDr. 

S
p
i
l
k
e
r

は
z

の
點
を
簡
軍
に
述
ベ
て

\

 

.「

こ
の
方
面
に
劉
す
る
俯
主
協
會
の
仕
事
说
、單
に
::
| 

勞
働
者
の
み
な
ら
ず
、產
業
に
對
し
て
も
"視
福
す
ベ 

き
こ
^
で
あ
る
。
今
日
に
於
い
て
：は
吾
人
は
勞
働
者 

の
i

の
增
進
に
ょ
っ
て
、
延
ひ
て
ば
一
般
産
業
上 

に
於
け
る
能
率
を
榭
進
し
れ
と
^
は
、
最
も
明
瞭
な 

こ
ビ
で
あ
る
。
總
て
の
こ
ビ
は
勞
働
者
が
疾
病
、
傷 

;
害
、
索
廢
、
癥
疾
叹
た
め
に
惹
起
さ
れ
る
煩
悶
ど
窮
Z 

迫
ビ
か
ら
救
濟
せ
ら
れ
る
こ
ヒ
に
ょ
っ
て
齎
さ
れ
れ 

も
の
で
あ
る
。
ニ (

s
c
h
w
e
d
t
m
a
n

 

and 

E
m
e
r
y

 

:
| 

A
c
c
s
e
n
t

 prevstion and 

R
e
l
i
e
f
,

VS
I I)

■>
?
:云
っ
て
ゐ
る
。

米
國
の
傭
主
等
は
健
，全
な
る
勞
働
力
よ
り
®
さ
る
、

雜
六
號 

一
H
O 

利
益
を
實
現
し
や
う
^
し
て
ゐ
る
。H

o
w
e
l
l

 

C
h
e
n
e
y

 

は
^
の
會
社c

h
s
e
y
.
B
r
o
t
h
e
r
s

が
次
の
如
き
姐
考
か 

ら
そ
の
使
«
人
の

^
め
に
族
病
給
付
遙
金
.に
出
捐
し
て 

ゐ
るW

述
べ
て
ゐ
る
。
即
ち

「

第

1

に
そ
れ
は
從
來
會
社
の
行
つ
て
ゐ
れ
個
人
及 

び
結
核
患
者
の
救
濟
制
度
を
擴
張
し
た
の
で
あ
つ
て 

全
然
慈
善
に
依
賴
せ
ず
、
尙
ほ
餘
分
の
給
付
を
得
る 

た
め
に
、
犠
牲
を
拂
ふ
に
吝
か
な
ら
ぬ
使
傭
人
の
能 

摩
を
發
揮
せ
し
め
や
う
^
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二 

に

^
れ
は
產
業
^
關
.係
^
る
、
さ
う
し
て
勞
働
激
-
H 

身
之
れ
に
對
し
て
保
護
を
講
ず

る

.こ

€

が
出
來
な 

い
、
職
業
上
の
疾
病
ま
た
は
不
衛
生
な
る
狀
態
■に
對 

'
し
て
は
、
如
何
な
る
小
な
る
も
の
^
雖
之
れ
が
救
濟 

を
行
ふ
も

.の

で

あ

る

。第
三
に
、
疾
病
並
び
に
傷
害 

'
は
使
傭
人
に
對
す
る
と
.同
樣
會
社
R
對
し
て
も
、
時 

間
を
空
費
し
、
機
械
を
遊
ば
せ
、
仕
事
の
能
率
を
低 

下
せ
し
、め
る
が
た
め

に

、
非
常
な
る
經
濟
上
の
濫
費

■̂
•生
^
る
。
出
來
る
^
げ
最
良
^-
條
件
を
以
つ
て
、
 

_
腹
を
新
仅
し
、能
率
を
恢
復
す
る> 

i
jは
、個
人
に 

つ
.て
の
み
な
^
す
會
社
に
も
直
接
利
益
を
與
へ
る 

-も
の
で
あ
る
。」

(Howell 

C
h
e
n
e
y

 : 
I Plans A

d
o
-

 

pted 

b
y

 

C
h
e
n
e
y

 Brothers 

for Industrial

I-
H5 
宁

ranee .and'..old Age. Pensions 

へ，.

in.'.schwadtman 

a
n
d

 E
m
e
r
y
,

 

loc. 

cit 
ノ

j 

:

.

.こ
れ
と
同
様
の
意
見
を
A
ma»
;
r
i
c
s 

Telephone 

s
d 

TeiegrapB 

C
o
m
p
a
n
y

の
取
締
役
は
そ
の
使
傭
人
給
付 

®

金

に

就

い

て

一

九

，
一

五

年

に

株

主

に

報

告

し

て

ゐ

る 

.「

吾

人

：は

そ

0
生
命
を
«
話(

事
業
に
棒
げ
た
る
^
子 

及
'び
婦
人
が
、
疾
病
に
®
り
だ
る
時
ま
た
は
老
年
に 

,
な
む
れ
.る
時
、
一
定
の
所
得
^I

確
保
せ
ら
れ
、或
ひ
は 

•

仕
事
の
た
め
に
そ
の
生
命
を
截
牲
に
し
た
る
時
、
家 

族
の
^
め
^
直
ち
に
何
等
か
の
手
晚
を
_
す
る
は
、 

裳
に
芷
常
な
る
乙
せ 
> 
信
ず
る
o
然
ら
ば
仑
の
費
用 

は
事
業
そ
の
も
の
、
負
擔
ビ
な
す
に
、
何
の
不
思
議

•
も
な
い
ぐ
j

m

a

o

H
義
の
問
題
を
別
し
て
も
、
勞 

:. 

'
働
者
.
が

屢

々

遭

遇

し

、
：

3

ぅ
し
て
獨
り
で
は
例
ど
も 

.

す
る
こ
ミ
の
出
來
な
い
生
命
に
關
す
る
炎
害
に
對
し 

て
、適
當
な
る
施
設
を
す
る
.J

ビ
は
、彼
等
の
薆
虛
€

.
恐
怖
を
取
除
き
、
疾
病
に
榷
り
た
る
皮
き
必
要
な
る 

',
.手
當
ビ
着
譏
を
享
け
る
こ
^
を
#
し
む
る
も
の
で
あ 

る
々
.
か

く

し

て

給

付

の

支

給

.'は

仕

事

に

對

す

る

勞

働

'
者

0

能

.
#
の

增

進

、
：
興

味

.
®
昂

進

に

.
：
ょ

つ

て

酬

ひ

ら
 

•

れ
る
.'。
3

ぅ

し

.
で
を
の
證
據
は
電
話
事
業
の
上
に
絕 

え
^

現

は

れ

る

。

傭

生

.の

み

'^

ら
す
電
1 5

を

使

用

す
. 

る
一
.般
公
衆
も
> 
己
れ
が
た
め
に
利
益
を
受
け
る
の 

で
あ
る
.^

.11、

.
§
者
ぬ
於4

い
»>
い
わf

咖

か

い

 

.疾
病
の
防
北
K
ょ
：つ
て
利
益
を
^
け
る
。

.

勞
働
者
が
疾
病
k
對
じ
て
實
在
を
有
す
る
ベ
さ
こ
S 

は
:>
食
亊
及
'び
生
、r s
,の
力
^
等
の
如
き
M

ff
i
に
對
し
て 

彼
’等
も
贫
る
程
览
务
で
支
配
*
* 5
有
す
る
こ
€

^
よ
ク

第
十
六
卷(

八
七
ー)

：

雜
：

錄

,
健
康
保
瞼
述
難
の
基
調

第
六
號

i 

5



第
十
六
慈(

八
七
二)

雜
錄
健
康
保
膪
媒
鉚
の
蕋
關 

て
解
か
る
。

個
人
は
疾
病
に
對
す
る
責
任
を
共
有
す
る
の
で
*

る

.'
, 

か
ら
、
只
職
業
上
の
危
險
に
*
か
な
い
部
分
の
負
擔
を 

有
っ
の
が
正
®

で

あ

っ

て

、
：
こ

れ

に

®

し

て

は

一

般

の
 

利
害
に
關
す
る
ビ
い
ふ
の
で
、
，_
家
も
：.ま

た

：
補

助

を

與

ベ
 

へ
て
ゐ
る
。
こ
の
»
に
於
い
：て
健
康
保
險
は
、
勞

働

者j 

J®
償
法
.
.

V」

相
異
す
る
。
何w

な
，れ
ば
勞
働
者
0
疾
病
は
一 

ヾ
總
て
直
接
に
'「

使
傭
^
基
き
、
,-
-
:餌
傭
中
に」

被
生
す
る
へj 

も
の
で
は
なS

か
ら
で
*
る
。(

賠
償
法
の
目
的
£
す

る

\

 

获
病
は
、
.業
務
に
基
く
疾
病
に
it
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ|

る
：が

、
，.
健

康

保

險

の

目

的

^
す
る
，疾
病
は
そ
れ
に
限
らj 

な
い
の
で
あ
る
。)

勞
.働
者
が
負
擔
す
る
疾
病
の
最
小
限
..\ 

度
が
め
る
0
加
之
、
.健
康
狀
態
の
'改
善
、
疾
病
の
期
間\ 

支
給
せ
ら
れ
る
現
金
給
付
に
ょ
っ
て
受
く
る
個
人
的
'利 

益
が
あ
る
か
ら
、
勞
働
者
は
こ
の
點
か
ら
も
共
同
し
て 

出
相
す
.べ
き
理
由
が
生
す
：る
。

三
、i

 
家
は
#

.■

第
-六

贼

■一
H
5
 J.

疾
病
の
防
北
に
ょ
ト
て
利
益
を
受
け
レ
。

國
家
は
永
，
中
乳
、
食
糧
の
供
給
、
' 住
宅
の
制
規
、
 

ヾ
遒
路
の
掃
除
、
：塵
芥
の
h處
分
、
傅
染
病
の
.管
理
等
、

® 

康

に

：影

響

を

.

興
へ
る
條
件y.

對

し

て

.責

任

を

存

し

て

ゐ
 

る

。
，
か

く

し

て

.

'oeorge 

>
. 

J
o
h
n
s
o
n

，は

若

し

米

國

の
 

都
市
の
住
民
に
、
腺
し
水
ま
た
は
こ
れ
皮
同
じ
や
ぅ
に 

純

良

な

る

水

.を

供

給

す

る

こ
:̂

が

出

來る
な
ら
ば
、
蜜 

扶
斯
患
者
を
減
少
せ
し
め「

每
年
三
千
の
生
命
を
救
ひ
、
 

四
萬
五
千
の
寒
扶
斯
公
防
止
す
る
こ
ミ
が
出
來
で
め
ら 

ぅ 

O
J

( G
eo
r
g
e 

A
.

 

Johnson “
—
T
h
e

 

T
y
p

-rid Toll,

adQress 

before 

the 

A
m
e

a.ca-n 

W
a
t
e
r

 

W
o
r
k
s

 
丨
 

Assodatio

口
，J§

e 

o, 

1
0
1
6}
か
く
の
抝
く
防
±
す
る 

.」
ど
の
出
來
な
い
疾
病
に
就
い
て
は
、
國
家
が
一
部
の 

財
政
上
の
負
擔
5:
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
國
家
も
ま
た 

醫
療
の
改
善
及
び
家
族
の
財
政
狀
態
の
向
上
に
伴
ふ
、
 

市
民
の
健
康
狀
態
：の
改
善
の
利
益
を
享
け
る
の
で
あ

S

 

0

四
、
費
用
の
分
配
が
行
は
.る
か
す
、
船
船
伊
4
S: 

入
す
る
能
は
ざ
る
べ
き
^
も
加
入
い
か
い
。

以

丄
の
女

ぐ

.
^-
險

費

用

を

分

配

す

る

と

す

れ

ぱ
、
^> 

配

い

場
合
K

加
入
す
を
こ
す
が
出
來
な
い
勞
働
者 

を
も
*|
1

入
せ
し
め
得
る
利
益
於
あ
る
。
疾
病
保
險
.の
全
：
 

體
の
費
用
を
、
勞
働
者
の
み
が
負
擔
す
る
力
の
な
，い
こ
'
 

を
は
:>
旣
に
述
べ
た
通
ぅ
で
お
る
。
見
傭
主
及
び
國
家 

が
疋
當
な
る
分
擔
者
ビ
な
る
强
制
保
險
に
於
い
て
の
み 

勞
働
者
の
負
擔
の
大
部
分
を
免
除
し
得
る
の
で
あ
る
。

五
、
«
主
及
び
勞
働
者
が
费
用
を
分
檐
す
る
こ
S
は 

デ
モ
ク1

フ
.チ
/

な
營
理
を
な
す
利
益
を
、*

へ
、る
。

「

加
.

之
、-

傭
‘

主
及
び
勞
働
者
間
に
>

:

費
用
を
分
配
す
れ
，

: 

ば
經
營
上
の
刺
益
が
得
ら
れ」

る
'-

0' ;

法
案
要
綱
，に
於
い
て
へ； 

は
傭
主
^

勞
働
者
^
は
各
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
宛
を
均
等 

に
負
擔
す
る
こ
^

!

に
な
つ
て
ゐ
る
。
”
く
の
如
ぐ
均
等 

に
負
擔
す
る
.

こ>、
J

は
、
爾
者
を
し
て
違
金
の
管
理
に
對 

し
て
對
等
の
權
能
を
與
へ
る
も
の
で
あ
，：.

る
.

。
何
放
、ぶ
ら 

.

第
十
六
餘
：(

八
七
3)

雜

錄
健
康
保
險
1
勒
の
at

ば
"
彼
等
は
共
同
に
菩
稹
し
た
る
®
金
の
管
理
に
對
し 

て
、
對
等
の
利
害
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で 

あ

る

。

傭

主

に

對

し

て

は

彼

等

の

：
主

義

^

一 

致
し
なs
 

一

急
進
的
な
勞
働
者
の
小
«
體
化
ょ
'つ
て
、
こ
の
組
織
が 

j

支
配
ゼ
ら
れ
な
い
こ
ど
を
意
哝
し
、
勞
勵
者
^
过
つ
て 

|

^
自
分
の
負
擔
を
輕
減
せ
ん
が
た
め
^
、
不
當
に
彼
等 

\

の
利
益
を
削
減
し
や
ぅ
ミ
す
る
企
業
家
に
ょ
つ
て
、
甚 

\

金
の
支
配
が
行
は
れ
な
い
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
yi 

j

逸
に
於
い
て
保
險
基
金
©,
管
ff
l
が
非
常
^
重
大
で
ぁ
る 

I

こ
へ
/

」

が
明
か
に
せ
ら
れ
た
。
傭
主
侧
は
現
在
の
出
捐
三 

I

ぐ
十
1ー7

三
分
の一

パ
ー
セ
ン
ト
に
對
す
る
三
分
のI

の 

\

一
 
管
理
權
ヒ
有
す
る
代
り
に
、
.五
十
パ
ー
セ
；

v

ト
の
出
报 

ぐ
を
し
て
勞
働
者W

對
等
の
管
理
*
を
得
や
ぅ
ミ
し
た
程 

で
あ
る 

o (s
c
h
w
e
d
t
m
a
n

 a
n
d

 E
m
e
r
v

 

:

I Joe. 

cit 
ン
z
 

:れ
に
對
し
て
勞
働
考
は
.三
分
：の
.ニ
の
出
捐
を
な
し
、
出 

指
の
割
合
に
應
じ
て
管
理
す
る

權
利

：も
：
大

で

あ

る

こ

 ̂

を

喜

ん

で

ゐ

る

有

樣

で

あ

る

o 

(

w
. H.
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镏

十

六

卷

(

八
七
四

)

雜

錄

:
:
健
康
保
險
述
動
'
の
甚
調 

第

六

號

t

三
四

S
o
d
a
l

 

Insurance i
n

0
8
目
1}
5容
し
管
理
が
眞
に
相 

互
的
で
あ
り
、
對
等
の
財
政
上
0
利
害
に
基
<*
珞
の
で 

あ
る
時
の
み
、
孰
れ
の
側
に
も
正
當
で
あ
る
こ
S
が

出

: 

，來
る
で
あ
ら
ぅ
。

四
ヽ
‘
健
康
保
險
は
疾
病
の
防
止
祀
對
す
る
必
二 

要
な
る
運
動
^
刺
戟
を
與
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。

.

j

 

:
:健
康
保
險
に
ょ
つ
て
勞
働
者
間
に
勞
働
木
能
の
期
間| 

«
週
支
輪
せ
ら
れ
る
賃
銀
の
ゴ
芬
の
ー
ー
に
相
等
す
る

現
一 

金
給
付
は
■'
•
疾
病
に
!-
つ
て
惹
起
さ
れ
る
財
政
上
の
喪j 

失
を
偾
ふ
た
め
に
、非
常
な
る
注
意
を
喚
起
し
た
。>」
の

\ 

喪
失
は
今
W
に
於
い
て
は
各
個
人
に
負
擔
せ
ら
れ
る
か| 

ら
\
社
會
^
歸
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
。
.現

金

|

:

給
.付
は
.健
#
に
對
し
て
貨
幣
價
値
を
置
く
も
の
で
あ
つ
：

\

. 

.

.

..
• 

.

.

て
、
そ
れ
が
た
め
に
、
换
病
防
止
の
述
動
を
刺
戟
す
る 

‘ 
5」

|̂
«
る
0

例
べ
ば
エ
場
衛
生
は
發
逢
す
る
で
あ
ら
ぅ
。M

a
s
s

丨
 

a
c
h
u
setts/^ew 

Y
o
r
k

 

及
び 

N
e
w

 

Jersev 

の
立
法

部
ね
於
い
て
一
九」

み
ハ
年
に
採
用
.せ
ら
れ
だ
法
案
の
財 

政
を
司
る
組
織
は
非
常
に
直
接
的
な
刺
戟
を
與
へ
る
o
' 

出
报
额
は
給
付
の
支
給VJ

經
營
の
費
用
を
支
辨
す
る
に 

十
分
で
あ
る
や
う
に
、
箅
出
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
仑 

れ
故
に
出
捐
額
ば
年
に
よ
つ
.て
疾
病
の
增
減
に
伴
つ
て 

變
化
す
る
で
あ
ら
う
。
-保
險
の
軍
位
は
一
地
方
ま
た
は 

1

職
業
で
あ
る
が
欲
に
、，
一
社
會
ま
た
は
一
職
業
內
に 

於
け
る
疾
病
率
の
高
き
こ
ビ
は
，
直
ち
に
傭
主
に
を
の 

出
指
の
增
加
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
疾
病
率 

を
低
下
し
て
出
捐
の
減
少
を
圖
る
見
込
は
、
傭
主
の
エ 

:
場
衛
生
の
改
善
に
よ
る
疾
病
の
防
止
の
た
め
に
な
る
" 

數
«
の
產
業
が
同1

甚
金
に
保
險
せ
ら
れ
る
處
に
於 

.い
て
は
、，各
種
の
產
業
の
疾
病
率
に
應
じ
て
出
捐
額
を 

.異
に
せ
し
め
て
，
各
秫
の
產
乘
に
適
當
な
財
政
上
の
腿 

迫
を
加
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。
各
個
の
産
業
が
非
常
な 

疾
病
率
の
超
過
を
示
す
時
に
は
傭
主
が
使
傭
人
か
ら
柚 

き
出
す
こ
ど
を
得
な
ぃ
出
損
の
附
加
を
集
め
5'
。
か
く

の
如
く
し
て
高
S
保
險
费
用
は
、
超
過
甘
る
疾
病
の
數 

及

び

疾

病

の

，
防

止

に

-ょ
つ
：て

保it
：
料
を
削
減
し
得
る
こ 

.と
に
注
意
を
喚
起
さ
せ
る
。
.：疾
病
の
防
止
及
び
滿
生
の 

改
善
•か
傭
主
に
及
ぼ
す
利
益
は
直
ち
に
知
ら
れ
る」

'
健

康

保

險

の

エ

場

衛

生

:5
:
刺

戟

す

る

カ

に

就

.ぃ
て
は 

Dr. 

L
e
e

 K
.

 

F
r
a
n
k
e
l

が
云
ふ
。

「

論
す
る
^
も
な
く
か
く
の
如
き
施
設〔

傷
害
保
臉
の

下
に
於
け
る
產
業
上
の
疾
病
に
對
す
る
賠
償〕

の
結

果
、X
場
及
び
他
の
產
業
上
の
機
關
が
、出
來
る
だ
け

;衛
生
條
件
、就
中
塵
芥
、不
淨
空
氣
の
礙
生
不
十
分

■

な
る
光
，線
そ
の
他
の
防
止
を
_
t'
る
こw

に
な
つ
た
.

.
の
で
:*
る
。
蓋
し
こ
れ
：等
の
條
件
は
勞
働
者
の
健
康

を
害
す
る
こ
S

が
承
認
せ
ら
れ
て
，ゐ

る

か

ら

で

あ

h
る
。
:
: 

:

: 

•

最
近1〗

一
十
五
年
間
の
獨
逸
產
業
の
發

,
展
は
、
大
部
分
社
會
保
險
の
賜
物
で
ぁ
る
^
云
ひ
得 

.:
:
:
"る
0:

さ
ぅ
し
て
乙
れ
は
傭
主
並
.び
に
勞
働
者
を
し
て

:
健
康
を
維
持
し
且
つ
無
益
に
し
て
避
け
得
る
傷
害
及
：

び
疾
病
を
防
止
す
る
狀
態
に
於
け
る
作
業
の
效
果
を 

知
ら
し
め
た
も
の
で
あ
9
<
?
L0

^(

L
e
e
K
. 

FrankeL.i 

r Industrial 

Insurance 

the 

B
a
s
w'
o
f Industrial 
H
y
g
J
e
n
e
J

さ
ぅ
し
てD

n

 

F
r
a
n
k
e
r

は
結
論
す
る
、「

米
國
に
於 

い
て
吾
人
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
は
、
初
め
火
災
並
び
に 

傷
害
倮
險
に
な
し
た
る
^
同
樣
に
ヽ
疾
病
並
び
に
癒
疾 

ド
對
す
る
防
止
の
原
則
.の
講
究
に
あ
る
。
然
し
な
が
ら 

そ
の
成
就
す
る
迄
に
乙
れ
#
に
對
す
る
保
»
は
包
括
的 

な
も
の
ビ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いJV}o 

(

Jcr
i
d
.

)

英
國
の
健
康
保
險
法
の
經
營
を
合
し
て
、
醫
學
上
の 

委
員
會
の
活
動
ば
世
人
を
益
す
る
S
こ
ろ
が
多
，い
。：
こ 

の
H
體
の
主
催
の
下
に 

Special 

Investigation

n
o
m
丨 

mittee 

u
p
o
n

 the 

Incidence 

of 

ptr
^
g:
⑦
3'Relation

to 

occupations,

が
戦
職
エ
の
結
核
防
止
運
動
及
び
'# 

社
は
對
す
る
勸
吿
等
を
包
む
、
有
益
な
る
報
吿
書
を
發 

行
し
て
ゐ
る
。(Medical‘Research 

C
o
m
m
i
t
t
e
e
:
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第
十
六
卷(

八
七
3£)

.:
雜)

::
錄

健

康

i

連
動
の
遙
調

笫
六
號

1

蛋



I
.激
十
，六

想

r

八
：七
■六)

.雜

0 

•'健

虡

保

險

運

陳

の

囊 

飨

六

號

r
s
ハ 

First 

Report. 

191
5
) 

' 

,

办

だ

の

で

あ

つ

f2
。(N. 

Y. 

State 

Dep. 

of Labor:- 

米

國

に

於

い

て

は

諸

外

國

に

於

^'
る

同̂
じ
く
、
著

Industrial 

Accident prevendon.)

し
い
工
場
衛
生
の
改
善
が
健
康
保
險
の
實
施
に
從
つ
て
ま
た
豫
防
手
段
.も
雛
康
保
險
に
ょ
つ
て
刺
戟
せ
ら
れ 

期
待
せ
ら
れ
るV」

い
ふ
こ
'で
：は
、
旣
に
米
國
の
勞
働
者
る
で
あ
ら
う
。
現
在
の
結
核
、癌
、及
び
變
質
•的
叛
病
R
. 

賠
償
法
の
經
驗
か
示
す
ビ
こ
ろ
で
あ
る
。ハ
こ
の
fl
s
lf
法

|

對
す
令
治
療
.̂
. a

、
初
期
f

の
徵
候
を
知
る
が
最
も 

の
實
施
は
廣
ぐ
苴
れ
る「

安
全
第
4
:

」

，；
|

^

デ「
.

必
®
な
こ
€
で
あ
る
。
時
令
の
身
體
檢
査
は
、
醫
者
を 

運

動

を

起

？

し

め

る

や

：テ

に

な

^

V、：
傷
害
數
の
著
し
い
：

し
て
、
各
人
の
.疾
病
が
未
だ
初
期
に
あ
る
間
化
發
見
さ 

減
少
を
見
る
に
.至
'づ
た
の
で
.あ
る
。
:例
：へ
ば
一
九 

一
H 

.せ

.る
機
會
を
興
へ
る
最
良
の
方
法
で
あ
る
。
然
し
な
が 

年
乃
至
一
五
年
化
' Gcneral

'::Electric 

C
o
m
p
a
n
y

の

ら

旣

2

述
べ
た
る
如
く
勞
働
者
は
疾
病
の
場
合
に
も
、 

S
c
h
e
n
e
c
t
a
d
y

エ
場
は
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
傷
害
の1

臀
者
を
聰
す
る
こ
^
.が
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
リ
そ
れ
' 

減
少
を
#

、
同
じ
一
一
ヶ
年
：に

L
a
c
k
a
w
a
n
n
a
s

arel C
o
m
-
「

敗
に
健
全
'な
や
う
に
思
は
れ
る
場
合
に
，
醫
者
を
迎
へ 

p,. a
n
y

 

.ば
凡
て
の
傷
害
：の
四
：十
四
.：パー：セン
ト
の
減
少
こ
と
は
到
底
出

#
な
い
こ
.

W

で
あ
る
。
二
三
の
工
場 

を
#
、同
年
中
にE

a
s
t
m
a
n

 K
o
d
a
k
c
o
m
w
a
n
y

は
そ
の 

一■
に
於
い
て
流
行
す
ん
身
體
檢
査
が
、

一
寸
見
た
S
こ
ろ 

K
o
d
a
k

 

P
a
r
k

工
場
に
於
い
て
傷
#
の五十六パ！
セ
で
は
問
題
を

.解
決
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
然
し
深
く 

ン
ト
の
減
少
を
#
た
の
で
あ
る
。そ
の1'

方

A
m
e
r
i
c
s

考
へ
る
時
ゆ
こ
の
檢
赍
は
傭
主
の
發
議
に
基
く
も
の
で 

L
o
c
o
m
o
f
l
v
e

0
0
1
1̂

1
1
7は
同
年
中
に
五
時
間
以
上
の
喪
あ
つ
て
、を

0;
行
は

'る
、
エ
場
に
-は
限
か
が
あ
る
。加
之 

失
を
惹
起
す
傷
害
の
六
十
一1

パ
I
セX

ト

を

減

少

せ

し

こ

の
檢
査
は
缺
黏
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
つ
て
、
勞
働

者
の
な
す
能
は
ざ
る
必
要
な
る
手
當
を
加
へ
る
も
の
で 

な
.い
か
ら
、
檢
赍
せ
ら
れ
る
勞
働
者
..に
殆
ん
ざ
何
等
の 

永

久

的

利

益

を

與

へ

る

も

の

一

で

：
は

な

い

。
;

:

,

.
身
體
檢
夜
を
な
し
、
手
當
を
加「

へ
る
機
會
は
、
健
康 

保
險
の
下
に
於
け
る
醫
燦
給
付
に
，よ
つ
て
與
へ
ら
れ 

る
o
そ
れ
の
み
な
ら
す
、
::

.
「

傭
主
に
使
傭
せ
ら
れ
る
微
者
の
行
ふ
身
體
檢
鸯
に 

對

し

：一

て

勞

働

者

が

現

在

有

す

る

反

對

は

、
保

：

i

金
_ 

:;
:
i:
J
っ
て
使
傭
せ
ら
れ
る
獨
立
の
■
者
の
本
部
に
よ 

’
つ
：
て

檢

査

が

行

は

れ

 
>
ば
消
へ
去
つ
て
終
ふ
で
ぁ
ら 

5

0
健

康

を

害

し

て

ゐ

る

^

め

に

解

俯

せ

；

る>
マj 

€
は

、

勞

働

者

が

强

制

的

健

康

保

險

制

度

^
有

す

る 

.

.

.時
に
は
、迅
速
に
恢
復
す
る
機
會
を
有
す
る
が
故
に
、
 

;■
非
常
に
緩
和
.せ
ら
れ
、
ま
た
健
康
保
險
■
度
に
よ
つ
：
 

」

.て
勞
働
者
は
疾
病
の
時
に
は
簞
に
«
主

及

：び

そ

の

使 

俯
す
る
醫
者
に
あ
匕
ず
し
て
、
勞
働
者
、
傭
主
及
び

を
受
け
る
權
利
を
布
す
る
こ
€
、
な
る
0
で
あ
る
。」 

Q
ob-
a R

 

A
n
d
r
e
w
s
,

へ'Physical 

Examination 

0
1 

J
b
m
p
l
o
y
e
e
^
A
m
e
r
i
c
a
n

 

Journal 

of 

p
u
s
c

 
Health, 

A
u
g
.

 

1
9
1
6
)

傭
主
が
熟
線
者
を
維
持
し
> 
勞
働
者
が
迅
乘
に
作
業 

に
復
歸
す
る
利
益
を
實
現
す
る
時
に
、
ま
た
保
險
の
貴
’ 

:擔
は
备
個
々
の
傭
主
に
課
せ
ら
れ
す
，
同1

職
業
又
は 

:

地
方
のM

體
じ
あ
る
總
て
の
者
に
雜
せ
ら
れ
、
從
つ
て 

:

勞
働
.者
が
組
合
員Q.

何
人
か

に

ょ

ク
て
®
«
せ
ら
れ
る 

限
\
 

-間
接
に
彼
自
ら
を
の
た
め
に
掛
报
を
繼
續
す
る
, 

の
で
あ
る
こ
ヒ
を
知
る
時
に
は
'、
疾
病
勞
働
者
.に
對
す
、
 

る
差
別
が
段
々
少
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

加
之
、
勞
働
者
の
臭
の
要
求
を
開
ポ
す
れ
ば
、
英
國 

k
行
は
れ
.つ

y

f

t

 

に
於
い
て
は
睐
に
行
れ
だ 

る
如
き
、,疾
病
防
止
の
代
め
の
適
當
な
‘る
醫
學
上
の
機
”' 

開
に
刺
戟
を
與
へ

る

こ

ビ

、
な
る
で
あ
ら
う
C
例

へ
ば

國

家

の

代

表

者

に

ょ

つ

て

經

營

せ

ら

れ

る

疾

病

基

金

：

.
獨

逸S

不

具

癒

疢

m

余

は

、一

八
九
六

年
及
び
一
A

九

笫
十
六
怨(

八
七
七
；

I:'

丨

雜
錄

.

f.
i

f

コ
ー
ー
セ
：



笫

十

六

卷

(

八
七
八

)

雜

錄健康侏險遝義の基調

 

第
六
號

1
H八

九
年
の
調
避
に
よ
つ
て
、；
肺
結
核
が
男
子
勞
働
#
の
重 

要
な
る
：癡
疾
原
因
の
第
三
位
を
占
め
、
女
子
勞
働
者
の 

;重
要
：な
る
癒
疾
原
因
の
第
二
位
を
占
め
て
ゐ
.る
：こ
i
が 

W
つ
た 

o
. (Frederick 

L
.

ffi
o
f
r
m
a
n
,

へぐCare 

of 

1

 u

crerculous "Wage Earners in c
e
r
m
a
n
v
/
r
u
n
i
t
c
d

 

States 

B
ureau 

of L
a
b
o
r
，
wullet

a-N
O
'
I
O
I
)

こ
の

■事
實
に
よ
つ
て
獨
逸
の
保
險
基
金
は
結
双
*
滅
運
動
に 

於
い
.て
，主
腦

者
ど
し
，て

活

動

す

る

や

ぅ

に

な

つ

た

。

Dr. 

F
e
l
e
f
^
t

0
意
見
に
據
れ
ば
-「

數
举
間
の
經
驗
を
し

た
 

:る
後
、勞
働
者
間
の
肺
病
に
對
す
る
有
效
な
な
戰
_
は
、 

獅
逸
帝
國

の
勞
働
保
險
を
俟
ち
、
S
ぅ
し
て
帝

國

の
S 

富
な
る
li
t
源
に
よ
り
て
維
持
せ
ら
れ
、
國
家
的
社
會
的 

.制
规
の
助
け
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぼ
、
有
終
美
の 

成
績
は
得
ら
れ
な
い
こ
ビ
ー
を
吿
白
す
るJ

V
J
0
V

,

.

:

疾
病
：防
+||
:
め
民
衆
敎
育
は
.、
；
保

^

^

金

の

活

動

の

一
 

で
あ
る
。W

'
H
.

 

D
a
w
s
o
n

に
よ
れ
ば
、
獨
逸
に
於
い

そ
は
 

>

:

へ

.

■.

:、

;

:
;:
:

「

公
會
堂
ま
た
は
勞
働
組
合
の
本
部
に
於
け
る
通
俗 

講
演
は
"
疾
病
防
lb

.に
勞
働
者
の
共
同
を
得
る
最
も 

有
效
な
.る
錄
の
.ー
で
ぁ(

る
。
こ
の
.問

題

に

對

し

.
て

非
 

常
な
る
注
意
を
拂
へ
る
«
&
1
!
1
の
疾
l
ff
i

金
の
中
央 

委
員
會
は
V

有
名
な
る
醫
者
を
_

し
て
、
至
る
所
に 

於
い
て
ヽ—

 

人
々

が
特
に
罹
れ
易
い
各
種
の
疾
病
の
原 

因
、
徵
候
、
手
當
及
び
豫
防
に
關
す
る
定
期
講
演
を
す 

る
や
ぅ
^

脱
定
め
て
ゐ
る」

;°(

ミ
.Karbutt D

a
w

丨 

s
o
n
Y
S
O
Q
a
l

 Insurance 

in 

G
e
r
m
a
n
y
)

結
核
の
防
此
及
び
手
當
0
敎
育
は
、
英
國
の
保
險
法 

の
歷
史
.に
於
い
て
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
非
常
に
進
步
的 

な
多
數
の
委
員
會
が
講
演
の
取
定
め
を
な
し
"

員 

會
は
ー
ー
十
の
活
動
寫
眞
館
ど
契
約
し
て
、
結
核
の
手
當 

を

示
す
フ
ィ
ル
ム
を
見
せ
る
こ
ど
に
し
た
。 

し
政
府
の
こ
の
疾
病
防
业
に
對
す
る
興
味
は
、
疾
病
の
I
 

增
加
に
伴
ふ
政
府
の
出
捐
の
增
加
R
ょ
つ
て
、
非
常
に 

'
高
め
ら
れ
た
。

.て
の
經
費
の
增
加
を
緩
和
せ
し
む
る
こ

ビ
は
：政
府
を
し
て
も0

ミ

廣
汎
な
公
衆
保
健
運
動
に
對 

し
て
政
府
が
活
IP
J
Jを
す
る
や
ぅ
に
S

,せ

る
,
°
地
方
組
合 

又
は
勞
働
紙
合
の
活
動
は
、：
疾
病
の
地
方
特
有
0
原
因
"
 

に
對
む
て
、吏
ら
に
有
力
な
も
の
で
あ
ら
5

。獨
逸
の
疾 

病
®
金
、
殊
に 

Berlin Sick 

F
u
n
d

 of 

Merchants,

Hrades
m
e
r
v
a
n
d Apothecaries 

は

，疾

病

職

檢

者

に

よ

 f\ 

「

て
疾
病
組
合
員
の
住
居
の
狀
態
を
明
か
に
し
た
。「

然
し 

な
が
ら
、V
か
く
の
如
&
調
_
で

廣

ち

に

總

て

の

害

惡

.の 

改
善
を
す
る
こ
ビ
が
出
來
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を 

公
示
し
、
刊
行
し
、
報
吿
じ
：て
響
察
、'
地
主
、

1

貧
民
及 

:

び
罾
®
醫
、
■病
院
、
結
核
锻
聲
所
を
し
て
知
ら
し
む
る 

こ
'
 
ビ
ば
、改
善
の
肋
け
る
^
}な
る
で
あ
ら
5

。ま
た
住
® 

^
か
<
も
ま
た
疾
病
0
原
因
か
報
也
ら
れ
、
：衛
生
的
住 

©
の
必
恶
が
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。し
ビ
はG

e
r
m
s

 I
m
-

.
 

pedal 

Insurance 

OfKce 

の
t
見
：で
あ
る
。
住
® 
の
改 

善
に
對
U
て
獨
逸
の
不
具
癒
喪
基
金
ば
非
常
な
力
を
注 

い

で

，
ゐ

る
。
'.

第
十
六
卷(

八
七
九

)

雜
錄
健
康
保
險
述
動
の

V

保
險
制
度
の
實
施
中
獨
逸
の
國
民
は
生
存
年
限
を
延 

邊
し
允
の
で
あ
つ
て
、
普
®

西

に

：
於

.い

て

は

他

の

諸

國 

に
於
け
る
殆
んV

j

ニ
倍
に
達
し
て
ゐ
る
。
さ
ぅ
し
て
そ 

’

れ
は
同
國
が
科
學
的
藥
品
の
發
見
及
び

應

用
に

於
い 

て
、
最
も
進
步
し
た
國
で

，あ

る

た
め
に
得
た
る
成
功
で 

あ
る
，
e
云
は
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
强
制
的
健
康
保
臉
は
、
勞
働
者
の 

:

疾
病
に
方
つ
て
翳
锻
农
び
財
政
.上
の
援
助
を
提
供
し
て 

緊
切
な
る
要
求
に
應
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
保
險
費
用
を 

正
當
に
且
つ
賢
明
に
傭
主
、
勞
慟
者
、
國
家
に
分
*
せ 

し
め
、
咬
た
疾
病
防
止
に
»
ず
る
有
力
な
る
刺
戟
を
與 

へ
る
も
の
で
あ
る
。
强
'制
健
康
保
險
は
勞
働
蓉
の
要
求 

に
應
す
る
.經
濟
的
な
方
法
で
め
ぢ
、
健
康
維
持
に
對
す 

る
戰
闘
開
始
の
有
カ
な
る
精
雜
.で
あ
る
。(

完)

.

.
 

(

一
九
1三
年
曳
月
1
5
0
:嵇
了)


